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第２５回行田市防災訓練が８月２６日、総合公園を会
場に開催され、忍・星河地区住民約２，０００人が参加し
ました。
この日は、地区住民や自主防災組織、地元消防団を中
心に初期消火訓練や倒壊家屋からの救出訓練などが行わ
れました。また、今年は初めて消防署と自衛隊が連携し
て倒壊家屋からの被災者救出訓練も実施されました。参
加した住民は、災害時の応急処置や対処方法を実践。全
員で協力しあい訓練に取り組んでいました。

行田市の家計簿
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平成１７年度の決算がまとまりました。

昨年度は、南河原村との合併がありましたので、１月

以降、南河原村から引継いだ決算額も含まれています。

市民の皆さんが納めた大切な税金や交付税などがどの

くらい入り、どのように使われたのかを見てみましょう。

福祉に使ったお金
市民ひとり当たり

６３，０８５円
民生費を人口で除しました。

児童・生徒ひとり当たり
に使ったお金

１８３，２８７円
教育費のうち、教育総務費・小学校費・中学
校費・学校保健費を児童・生徒数で除しました。

ごみ処理に使ったお金
一世帯当たり

３５，８３７円
衛生費のうち、清掃総務費・塵芥処理費を
世帯数で除しました。

道路や公園の整備に
使ったお金
市民ひとり当たり

４４，８６２円
土木費を人口で除しました。

長野工業団地用地の売払収入など 

ごみ処理や保健衛ごみ処理や保健衛生・生・健康対策健康対策 ごみ処理や保健衛生・健康対策 

歳  出 
２７８億９,５１０万円 

福祉（障害者・高齢者・児童）福祉（障害者・高齢者・児童） 
医療・生活保護医療・生活保護 

５５億８,５２５２０万円万円 

道路や公園の整備道路や公園の整備 
３９億７,１８１８５万円万円 

小中学校教育や生涯教育小中学校教育や生涯教育 

３０億４,７１７１５万円万円 

市の総括的な事務市の総括的な事務 

２９億５,８６８６１万円万円 

借金の返済金借金の返済金 
２８億５,２６２６８万円万円 

１６億７,９４９４１万円万円 

長野工業団地用地の買戻し長野工業団地用地の買戻し 

５９億８,５１５１８万円万円 

消防関係消防関係 

９億２,５１５１０万円万円 

その他その他 

５億５,５４５４６万円万円 

農業振興や農道整備農業振興や農道整備 
３億３,４４４４６万円万円 

福祉（障害者・高齢者・児童） 
医療・生活保護 

５５億８,５２０万円 

民生費 

土木費 

教育費 
総務費 

公債費 

衛生費 

消防費 

農業費 

商工費の一部 

道路や公園の整備 
３９億７,１８５万円 

小中学校教育や生涯教育 

３０億４,７１５万円 

市の総括的な事務 

２９億５,８６１万円 

借金の返済金 
２８億５,２６８万円 

１６億７,９４１万円 

長野工業団地用地の買戻し 

５９億８,５１８万円 

消防関係 

９億２,５１０万円 

その他 

５億５,５４６万円 

農業振興や農道整備 
３億３,４４６万円 

市税 
９９億７,４１８万円 

５４億４,１９０万円 

地方交付税 
３５億８,２５７万円 

国・県支出金 
２７億１,３１９万円 

国・県からの各種交付金・譲与金 
２２億９,８９７万円 

交付金・減税の代わりの借金 
（特例地方債） 

１０億２,９６０万円 

市の借金 
８億５,６２０万円 その他 

３１億８,５３０万円 
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平成１７年度決算の特徴

○「古代蓮の里ぎょうだ」のびのび英語教育特区事業がスタートしました。

○長野工業団地用地の売却により、歳入歳出ともに大幅に増加しています。（これま

でのさまざまな分譲促進対策により、分譲地の売却が進み、土地開発公社の経営

状況も健全化されました）

○合併により、南河原村から引き継いだ平成１８年1月からの決算額が含まれています。

「みらいの英語フォーラム」で英語活動の成果を発表しました

長野工業団地用地の売払収入など長野工業団地用地の売払収入など 長野工業団地用地の売払収入など 

ごみ処理や保健衛生・健康対策 

歳  入 
２９０億８,１９１万円 

福祉（障害者・高齢者・児童） 
医療・生活保護 

５５億８,５２０万円 

道路や公園の整備 
３９億７,１８５万円 

小中学校教育や生涯教育 

３０億４,７１５万円 

市の総括的な事務 

２９億５,８６１万円 

借金の返済金 
２８億５,２６８万円 

１６億７,９４１万円 

長野工業団地用地の買戻し 

５９億８,５１８万円 

消防関係 

９億２,５１０万円 

その他 

５億５,５４６万円 

農業振興や農道整備 
３億３,４４６万円 

市税市税 
９９億７,４１４１８万円万円 

５４億４,１９１９０万円万円 

地方交付税地方交付税 
３５億８,２５２５７万円万円 

国・県支出金国・県支出金 
２７億１,３１３１９万円万円 

国・県からの各種交付金・譲与金国・県からの各種交付金・譲与金 
２２億９,８９８９７万円万円 

交付金・減税の代わりの借金交付金・減税の代わりの借金 
（特例地方債）（特例地方債） 

１０億２,９６９６０万円万円 

市の借金市の借金 
８億５,６２６２０万円万円 その他その他 

３１億８,５３５３０万円万円 

市税 
９９億７,４１８万円 

市税 

  １ １２,６５８円 
市民ひとり当たり 

５４億４,１９０万円 

地方交付税 
３５億８,２５７万円 

国・県支出金 
２７億１,３１９万円 

国・県からの各種交付金・譲与金 
２２億９,８９７万円 

交付税・減税の代わりの借金 
（特例地方債） 

１０億２,９６０万円 

市の借金 
８億５,６２０万円 その他 

３１億８,５３０万円 
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特別会計は、特定の事業をより円滑に進めるために、一般会計から分離して別に収支経理を行うもので、国の法律や市
の条例によって設けることができる会計制度です。

※実質収支とは、歳入歳出決算の差引額から繰越事業に充てる額を控除した実質的な翌年度への繰越額です。

特 別 会 計

うち一般会計からの繰入金 
競 輪 事 業  
国 民 健 康 保 険 事 業  
下 水 道 事 業  
交 通 災 害 共 済 事 業  
老 人 保 健 事 業  
長野土地区画整理事業  
介 護 保 険 事 業  
南河原地区簡易水道事業 

１３億３,２０３万円 
７１億７,３４２万円 
２６億７,８５８万円 

２,８０２万円 
６６億７,２２７万円 
６億７,１４８万円 
３４億１,４５０万円 
　２億５,０２３万円 

－ 　　　 
４億１,０００万円 
１３億８,０００万円 

－ 　　　 
４億３,９０１万円 

－ 　　　 
４億５,０００万円 

－ 　　　 

１２億８,５５９万円 
６９億７,９３２万円 
２６億２,７７９万円 

２,４９２万円 
６５億１,２９４万円 
６億４,１１０万円 
３２億６,５３７万円 
２億１,１３８万円 

４,６４４万円 
１億９,４１０万円 

５,０７９万円 
３１０万円 

１億５,９３３万円 
３,０３８万円 

１億４,９１３万円 
３,８８５万円 

会 計 名 歳 入 決 算 額 歳 出 決 算 額 実 質 収 支 

行田市の財政は大丈夫ですか？　～財政課への一本の電話～

先日、市民の方から、「北海道のある市では、財政が破綻したというニュースを聞きました。行田市も同じよう

になるのではないかと心配です」という電話をいただきました。

この市では、一時借入金というお金を使って第３セクターなどの赤字を補っていたようです。

一時借入金とは、税金などが入る時期と必要な資金を支払う時期がずれて一時的に資金不足になるときに銀行な

どから借りる資金で、その後、年度内に入ってくる財源（税や交付税、国・県補助金など）を使って返済しなけれ

ばならないものです。

行田市では、予算の執行計画を立てて、必要な時期にしっかりと資金が確保できるようにしていますので、近年

では一般会計で実際に一時借り入れを行ったことはありません。

「そうは言っても、借金がたくさんあるのではないですか？」というご質問が返ってきました。

市の借金（市債）は、通常、道路整備や下水道整備など、お金のかかる大きな建設事業を行うときに借り入れる

ものです。しかし最近では、こうした本来の市債のほかに、国の政策による「交付税の減額」や「市税の減税」を

補うために市債を借り入れています。こうした市債のことを特例地方債といい、行田市ではその残高が、平成１７

年度末で約８７億円になりますが、この特例地方債は、国の政策による借り入れですので、返済するときに交付税

にその全額が算入される仕組みになっているため、財政運営上問題ない借金であると考えています。

市の借金が多いかどうか………借金の返済に関する代表的な指標で

ある「起債制限比率」を県内の他市と比べてみると、４１市中、行田

市は良いほうから数えて１１番目（平成１６年度）でした。

そして、平成１７年度の決算から、地方自治体の借金全体に関する

ものとして、新たに「実質公債費比率」という指標を算出しました。

行田市では、「１１．９％」となりましたが、この数値は、県内はも

とより全国でも良いほうに位置すると見込まれており、財政が健全で

あることを示しています。

実 質 公 債 費 比 率

行田市の数値

１１.９％
（危険水域１８.０％以上）



■2006.10.1 ■行田市役所／ＴＥＬ556-1111

5

バランスシートって何？

バランスシートとは、企業会計でいう「貸借対照表」のことで、市の財産（資産）は何がどれだけあるのか、

その財源として借金（負債）はいくらあるのか、税金など（正味資産）はどれだけ充てられたのかを見て、市の

財政状況がどうなっているのかを判断するための健康診断表となるものです。

市では、今後も市民の皆さんの要望に応えた施策を進めるため、限られた財源を効率的に活用し、健全な財政

運営に努めていきます。

問い合わせ 財政課（内線３２６）



6



■2006.10.1 ■行田市役所／ＴＥＬ556-1111

7



8

◎行田市環境基本計画配慮指針は、環境課、市政情報コーナー 、各公民館で閲覧できます。
問い合わせ 環境課環境政策係 �５５６－９５３０　FAX５５３－０７９２

みんなで取り組もう！市民の環境保全行動
さらなる配慮

■環境関連講座　
市で行っている環境関連講座で、

環境について学んでみましょう。

◎出前講座を利用してみませんか？
市の職員が出向いて講座を開きます。

◎講演会を開催しています
年1回、行田市衛生協力会連合会主催の環境に

関する講演が行われています。

◎直売所に行ってみましょう
【農産物直売所】（JAほくさい行田中央支店内）
富士見町１-８-1
�５５６-２２０３（水曜日定休）

◎「地産地消シンボルマーク」
埼玉県産農産物を積極的に取り扱

っている小売店（「県産農産物サポー
ト店」）の店舗に掲示してあります。

◎「埼玉県ふるさと認証食品」
埼玉県産の農産物を主原料とし、

県内で生産されている優良な食品
で、県の基準に適合する製品です
（下図は認証マーク）。

◎毎年、３月第２週の週末に開催　
ＪＡほくさい行田中央支店（「情報⑨」の地図参照）で、行田

市農業祭を開催しています。開場前から多くの市民でにぎわい
ます。

◎新鮮な農産物やイベントがいっぱい　
行田産の農産物を地元で味わう「地産地消」をキーワードに、

新鮮な野菜や特産品をたくさんそろえています。また、花や米
の無料配布、もちつきなどのイベントも大好評です。

■行田市農業祭に行ってみよう　
作り手の顔が見える農業祭で、新鮮な地元の

農産物が見つかりますよ。

情 報 ⑦

■地元の農産物を選ぼう　
地元の農産物は新鮮で、安心・安全です。この情報を参考にして、埼玉県産の農産物を探してみましょう。

情 報 ⑨

情 報 ⑧

水辺環境の保全や地域の清掃、緑化などの活動に積極的に参加します
壁面緑化などを行い、家のまわりの緑を増やします
環境関連のイベントや講座に参加します〔情報⑦参照〕
農業体験や行田市農業祭に参加したり、地元の農産物を優先的に購入します〔情報⑧⑨参照〕

現在行っている出前講座のテーマ
①地球温暖化と市役所の取り組み
②ごみ問題は、なぜ解決しないのか？

市では、ごみの減量と資源の節約に取り組んでおり、市民の
皆さんに分別排出と資源のリサイクルをお願いしています。ご
みの減量と資源の節約は市民一人ひとりの協力がなければ推進
できません。分別排出と資源のリサイクルについては、今年３
月に各家庭に配付した「ごみ出しポスター」記載の、家庭ごみ、
資源物の出し方に従って行ってください。
なお、家庭ごみ、資源物を出すときは、次のことについて特

に注意してください。

【スプレー缶などについて】
スプレー缶は穴を開け、ガスを抜いてから缶・ビン類の日に

出してください。ごみ収集車の火災の原因となります。
【ライターについて】
ライターは中の燃料を空にした後、燃えないごみの日に出し

てください。ごみ収集車の火災の原因となります。
【ごみや資源物を出す時間と場所】
午前８時３０分までに決められた集積所に出してください。

【パソコンについて】
パソコンリサイクル制度が始まり、家庭系使用済みパソコン

はメーカーなどにより回収をしています。メーカーごとに回収
の方法が異なりますので各メーカーのホームページで確認して
ください。（市では収集などを行っていません）
【家電４品目について】
市では、家電リサイクル法により、テレビ・冷蔵庫（冷凍庫

含む）・洗濯機・エアコンの４品目の収集などは行っていませ
ん。以下の方法で引き取りの依頼をしてください。
①購入した店、または買い替えをする店に引き取ってもらって
ください。
②市の許可を有している収集業者に引き取りの依頼をしてくだ
さい。
③郵便局でリサイクル料金の支払いをした後、支払いを証明す
るステッカーを貼り付けて家電メーカーが指定する引き取り
場所に持ち込んでください。

【ごみ出しポスターについて】
お手元にない場合は環境課で配布します。

問い合わせ 環境課 �５５６―９５３０　ＦＡＸ５５３―０７９２

分別排出と資源のリサイクルを

資料：埼玉県農林部
流通販売推進室
（http://www.pref.
saitama.lg.jp/A06
/B200/tisan/tisa
nindex.htm）

資料：埼玉県農林部
流通販売推進室
（http://www.pref.
saitama.lg.jp/A06
/B200/syoku/sai
16h01.html）

行田市駅 

至熊谷 至加須 

至鴻巣 

至利根大堰 

国道125号 

武
蔵
水
路 

直
売
所 JAほくさい 

行田中央支店 

富士見町 
派出所 
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９月定例市議会で同意を得て、
１０月１日付けで保泉欣嗣氏が教育
委員会委員として任命されました。
問い合わせ 教育総務課 �５５６
―８３１１

「違反建築なくそう運動」が１０月１０日から１９日の期間で実施されます。
この運動は、違反建築をなくして、皆さんが安全で安心できる住みよいまちづ

くりを行うため、埼玉県が行田市および各市と共同で実施するものです。
期間中は、建築パトロールによる違反建築物の是正や適正な建築工事の実施を

お願いすることになります。
また、耐震偽装問題に対応した建築基準法の改正の説明や耐震診断に関する講

演、無料建築相談会が次の日程で開催されますので、お気軽にお出かけください。

【説明会・講演会】
日時 １０月１８日（水）午後２時～４時　 場所 市民プラザかぞ５階青年セ
ンター（加須市中央２―４―１７） 内容 ○建築基準法の改正について　○送
電線の近くに建物を建てる場合の制限について　○講演「耐震診断及び耐震補強
の現状と実物大実験報告」講師：佐久間順三さん（設計工房佐久間代表） 主催
埼玉県、行田市、（社）埼玉建築士会ほか　 問い合わせ 開発指導課建築指導係
（内線３６３）

教育委員会委員に
保泉欣嗣氏が就任

ルール守って明るく住
ス

マイル〈違反建築なくそう運動〉
一人ひとりがルールを守って住みよいまちをつくりましょう

保泉 欣嗣 氏
（行田・６９歳）

国の史跡に指定されている南河原観福寺の南河原石塔婆
をはじめ、市内各所にのこる板碑と、近年発掘調査された
中世墓の出土品から、中世行田の人々の信仰を紹介します。
期間 １０月７日（土）
～１１月２６日（日）
場所 郷土博物館
入館料 大人２００
円、高校生・大学生
１００円、小・中学生
５０円
休館日 月曜（祝日
のときは翌日）、祝日
の翌日（土日は開館）
その他

《講演会》

※申し込みは電話で受け付けます

《イベント》
１１月１２日（日）「忍城時代まつり」の際に獅子の会火
縄銃演武を開催します。
申し込み・問い合わせ 郷土博物館 �５５４－５９１１
※会期中に限り、行田市史料館（佐間３－８－９）も火～日曜日・
祝日の午前９時から午後４時まで開館します。

第２０回企画展

板 碑 ～中世の行田を探る～

世界遺産登録には、さきたま古墳群だけを整備すれば
よいのではありません。周辺地域の文化財を大切にし、
歴史を生かしたまちづくりを並行して進めていくことが
大切です。そこで今回は「近代化遺産の日」にちなんで、
身近にある近代化遺産「足袋蔵」の文化財的価値と、そ
れを生かしたまちづくりについて、一緒に歩きながら勉
強しましょう。

日時・集合場所 １０月２０日（金）【午前の部】午前１０
時・商工センター玄関前集合 【午後の部】午後１時・
旧小川忠次郎商店集合
見学地 【午前の部】武蔵野銀行行田支店、足袋とくら
しの博物館ほか【午後の部】旧小川忠次郎商店、足袋蔵
ギャラリー「門」ほか
参加費　【午前の部】３００円　【午後の部】６００円
【１日】１,４００円（昼食代込み）
定員 各２０人（先着順）※１日通しての参加も可　
主催 行田市教育委員会、ＮＰＯ法人ぎょうだ足袋蔵ネ
ットワーク
申し込み・問い合わせ 文化財保護課 �５５３―３５８１

第５回世界遺産勉強会 足袋蔵再発見の旅
～蔵めぐりからまちおこし～

南河原石塔姿

そば店としても利用されている旧小川忠次郎商店

期　　日 時　間 テーマ 講　師 定 員

１０月

２２日（日）

午後

１時３０分

～３時

行田市築道下

遺跡と中世墓

１1月

５日（日）

中世東国の

仏教

１１月

１９日（日）

板碑と中世の

人々

劔持和夫さん

（（財）埼玉埋文

事業団）

各

１００人

（先着順）

小此木輝之さん

（大正大学教授）

諸岡　勝さん

（埼玉県立文書館）
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自動車事故が原因で、脳、脊髄
せきずい

または胸腹部臓器を損傷し、
重度の後遺障害を持つため、移動、食事、排せつなど日常生活
動作について常時または随時の介護が必要な状態である方に介
護料を支給する制度です。

申請できる方
①自動車損害賠償保障法による後遺障害認定通知を受けている方

②①の認定を受けているが通知書の写しを提出できない方およ
び認定を受けていない方は診断書による審査となります。
※労働者災害補償保険法等介護補償給付を受けたとき、および
法令に基づく重度の障害をもつ方を収容する目的とした施設
に入所している方は対象となりません。

問い合わせ 政府出資法人自動車事故対策センター埼玉支所

�０４８－８２４－１９４５　FAX０４８－８２４－１９４６

介護料支給制度

自動車事故により亡くなった方または重度の後遺障
害が残った方の児童・生徒（０歳から中学校を卒業す
るまでの遺児など）に政府資金を無利子でお貸しする
制度です。

【貸付のあらまし】

貸付対象者 ０歳から中学校卒業までの児童・生徒

本人

貸付申込者 その児童・生徒を扶養している保護者

貸付金額（１人につき）

はじめに一時金　１５５,０００円　

貸付期間中　毎月２０,０００円　

小・中学校に入学した際の支度金　４４,０００円

貸付期間 貸付が決定した月から中学校卒業の月

まで

利子 無利子

返還方法 割賦（月賦・半年年賦・年賦から選択可）

による２０年以内の均等払い

返還時期 中学校卒業後１年間据え置いた後　※中

学校を卒業して高校・大学などに進学した場合は、

在学期間中は返還を猶予します。

問い合わせ 政府出資法人自動車事故対策センター

埼玉支所�０４８―８２４―１９４５　ＦＡＸ０４８―

８２４―１９４６

交通遺児等育成資金貸付制度

交通災害共済は、市民の皆さんが会費を出し合って、加入さ
れた方が交通事故にあったときお互いに助け合う制度です。
現在、平成１８年度行田市交通災害共済の加入を受け付けて

います。１０月以降の加入は、２５０円となります。市内在住ま
たは在勤の方が加入できます。お済みでない方は、この機会に
ご家族そろってご加入ください。
対象となる交通事故（日本国内の道路上で発生した人身事故）
〇車両（自動車・原動機付自転車・自転車など）に乗車中の
衝突・転落・接触などによる事故
〇歩行中に発生した運行中の車両との衝突・接触などによる
事故

見舞金（入院・通院等の実治療日数により見舞金を支給します）
〇医療見舞金　　　１４,０００円～１３０,０００円
〇後遺障害見舞金　６００,０００円
（身障者法後遺障害等級５級以上の障害と診断されたとき）
〇死亡見舞金　　　１,０００,０００円
加入方法
防災安全課（２２番窓口）で受け付けています。
Q&A
Ｑ．自転車を運転中に転倒してしまい病院に1日だけ通院し
ました。この場合、見舞金はどうなりますか。

Ａ．車両による人身事故ですので見舞金の対象となり１４,０００
円をお支払いします。ただし、通院日数が３０日以上の

場合、公的証明書（交通事故証明書・救急車出動証明書）
がないと見舞金の支給に制限があります。

Ｑ．道路を歩行中に転倒してしまった場合、見舞金はどうな
りますか。

Ａ．車両による人身事故ではありませんので見舞金の対象と
はなりません。

Ｑ．自分の不注意により事故を起こし、けがをした場合、見
舞金はどうなりますか。

Ａ．見舞金をお支払いします。ただし無免許、飲酒運転また
は、故意による場合は、お支払いできません。

Ｑ．加入期間中に２回事故にあいました。２回とも見舞金は
もらえますか。

Ａ．加入期間中であれば、何回でも見舞金はお支払いします。
（上限１００万円）

Ｑ．年度途中に加入した場合、有効期間はどうなりますか。
Ａ．有効期間は、加入時から３月３１日までとなります。
Ｑ．見舞金を請求するのを忘れていました。この場合、見舞
金はどうなりますか。

Ａ．請求がない場合、見舞金は支払われません。事故があっ
たときから２年以内に請求すれば見舞金をお支払いしま
すが、２年を過ぎるとお支払いできません。

問い合わせ 防災安全課交通係（内線２８４）

万一の交通事故に備えて、交通災害共済の加入はお済みですか
１０月以降の加入は２５０円となります

種　　別 平成１４年４月１日以降の事故 平成１４年３月３１日以前の事故

常時介護

自賠法施行令別表第１の

等級が「第１級１号」

または「第１級２号」

旧自賠法施行令別表の

等級が「第１級３号」

または「第１級４号」

随時介護

自賠法施行令別表第１の

等級が「第２級１号」

または「第２級２号」

旧自賠法施行令別表の

等級が「第２級３号」

または「第２級４号」
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国
で
は
平
成
16
年
６
月
に
、
武
力
攻
撃
事

態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置

に
関
す
る
法
律
（
平
成
16
年
法
律
第
１
１
２

号
）
を
制
定
し
、
平
成
17
年
３
月
に
は
、
武

力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た

め
の
基
本
方
針
を
ま
と
め
た
「
国
民
保
護
に

関
す
る
基
本
指
針
」
を
閣
議
決
定
し
て
い
ま

す
。
埼
玉
県
は
そ
の
指
針
に
基
づ
き
、
平
成

18
年
１
月
に
「
国
民
保
護
に
関
す
る
埼
玉
県

計
画
」
を
策
定
し
て
お
り
、
市
町
村
に
お
い

て
も
今
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
民
保
護
計
画
を

策
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
で

は
、
平
成
18
年
度
中
を
め
ど
と
し
て
「
国
民

保
護
に
関
す
る
行
田
市
計
画
」
を
策
定
す
る

た
め
、
計
画
原
案
を
作
成
し
ま
し
た
。

今
後
、
こ
の
原
案
を
基
に
、
多
く
の
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
行
田

市
国
民
保
護
協
議
会
に
よ
る
審
議
な
ど
を
経

て
計
画
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
計
画
を
よ
り
よ
い
も
の
と

す
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集
い
た

し
ま
す
。

▼
募
集
期
間

10
月
２
日
（月）
〜
31
日
（火）

▼
計
画
（
原
案
）
お
よ
び
意
見
・
提
案
書

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。
ま
た
は
、
次
の
施
設
で
配
布
し
ま
す
。

▼
配
布
場
所

防
災
安
全
課
、南
河
原
支
所
、

総
合
体
育
館
、
総
合
福
祉
会
館
、
教
育
文

化
セ
ン
タ
ー

▼
応
募
方
法

「
意
見
・
提
案
書
」
を
防
災

安
全
課
（
22
番
窓
口
）
に
お
持
ち
い
た
だ

く
か
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
も

受
け
付
け
ま
す
。（
意
見
・
提
案
書
以
外
の

様
式
で
も
受
け
付
け
ま
す
）（
Ｆ
Ａ
Ｘ
５
５

６
―
２
１
１
７
、
郵
送
〒
３
６
１
―
８

６
０
１
行
田
市
本
丸
２
―
５
、
Ｅ
メ
ー
ル

b
o
s
a
i@
c
ity.g

yo
d
a
.lg
.jp

）

▼
そ
の
他

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見

は
、
行
田
市
国
民
保
護
協
議
会
で
審
議
を

し
、
整
理
を
し
た
上
で
公
表
し
ま
す
。
た

だ
し
、
個
々
の
ご
意
見
に
つ
い
て
直
接
回

答
は
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

防
災
安
全
課
防
災
係
（
内
線
２
８
２
）

行田市障害者計画・行田市障害福祉計画
策定委員会委員を募集します

市では、障害者のための施策に関する基本的な計画であ

る行田市障害者計画の改定および障害福祉サービスなどの

提供体制の確保に関する計画である行田市障害福祉計画の

策定を予定しています。つきましては、これらの計画に広

く皆さんの意見を反映させるため、委員を募集します。

応募資格 満２０歳以上の市内在住で平日昼間開催する

会議に出席できる方。ただし、次に掲げる方は除きます。

①今までに本市の福祉関係の審議会などに公募の委員と

して参加したことがある方

②市職員および市議会議員

募集人員 ２人　

任　　期 平成１９年３月まで　

応募方法 住所、氏名、年齢、性別、職業、電話番号、

勤務場所（または学校名）を記入した書類（様式自由）

を福祉課障害福祉担当（〒３６１―８６０１　行田市本丸

２番５号）へお送りいただくか、持参してください。

締め切り １０月２５日（水）必着

選考方法 応募人数が２人を超えた場合、１０月３１日

（火）午前１０時から市役所２０３会議室で公開抽選によ

り決定します。

問い合わせ 福祉課障害福祉担当（内線２６５・２６６）

市では、自然災害や火災を疑似体験し、防災について学ぶ

ことができる「防災体験教室」を開催します。

「震度７の地震」、「風速３０メートルの強風」、「煙が充満し

た部屋」が、どのようなものか体験してみませんか。そして、

個人で、家庭で、防災についてもう一度考えてみませんか。

日　　時 １１月２５日（土）午前９時３０分～正午

場　　所 埼玉県防災学習センター（鴻巣市）

対　　象 市内在住・在勤・在学の方

内　　容 防災のお話（地震のしくみなど）、災害疑似体験

（地震体験・強風体験・煙体験・消火体験）、センター内展

示物などの見学

募集人数 ３０人（先着順）

参加無料

集　　合 午前９時３０分に市役所正面玄関集合

解　　散 正午ごろ行田市役所で解散

交通手段 市役所～センター間はバスで送迎

申し込み・問い合わせ 防災安全課防災係（内線２８２）
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市
で
は
、
快
適
な
生
活
環
境
を
整
備
す

る
た
め
、
下
水
道
管
の
布
設
工
事
を
計
画

的
に
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
時
に
安

全
で
安
定
し
た
給
水
を
確
保
す
る
た
め
、

水
道
工
事
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

国
道
１
２
５
号
線
の
工
事
期
間
中
は
、

交
通
規
制
や
工
事
車
両
な
ど
に
よ
り
大
変

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
工
事
期
間

10
月
中
旬
〜
平
成
19
年
２
月
下
旬

②
工
事
個
所

城
西
４
丁
目
地
内
（
上
図
参
照
）

▼
問
い
合
わ
せ

○
下
水
道
課
�
５
６
４
―
０
３
０
３

○
水
道
工
務
課
�
５
５
３
―
０
１
３
１

上
下
水
道
工
事
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日時 平成１９年１月７日（日）午後１時受

付 午後１時３０分開会

場所 産業文化会館ホール

《行田市新成人を祝う会実行委員の募集》

市では、毎年、新成人でつくる実行委員会

が中心となり、新成人を祝う会の企画・運営

を行っています。やってみたい方は、ぜひご

応募ください。

実行委員会回数 ３～５回　 時間 午後

７時～９時（第１回実行委員会は１０月２５

日(水)予定） 場所 産業文化会館２Ａ会議

室　 対象　昭和６１年４月２日～昭和６２

年４月１日生まれの方　 募集人数 １０人

程度　 内容 新成人を祝う会の企画・運営

など　 申し込み・問い合わせ ひとつくり

支援課 �５５６―８３１９

市では、平成１９年２月１８日（日）に産業

文化会館ホールで開催する「第２０回行田市生

涯学習推進市民大会」の体験発表団体を募集

します。

応募資格 市内在住・在勤・在学または市内

の公民館などを活動の拠点としている１０人

以上の団体

募集団体 ２団体

発表時間 １５分（入・退場含む）

応募方法 団体名、代表者の住所・氏名・電

話番号、応募者名簿、団体紹介（４００字程

度）、昨年度の活動状況を記入のうえ、郵送

または持参してください。（様式自由）

応募先 〒３６１―００５２　行田市本丸２―

２０　ひとつくり支援課

締め切り １１月３０日（木）必着

選考方法 提出書類を参考に選考

問い合わせ ひとつくり支援課 �５５６―８

３１９

次の国債を受けた人に対して継続した国債が支給されます。

○戦傷病者等の妻に対する特別給付金……第１８回い号、第２０回

い号

○戦没者等の妻に対する特別給付金……第１７回は号、第１０回を

号、第４回つ号

申し込み・問い合わせ １０月２日～平成２１年９月３０日に福祉

課社会福祉担当へ（内線２６７）

戦傷病者等の妻および戦没者等の妻に対する
特別給付金が（継続）支給されます

第２０回
行田市生涯学習推進市民大会
体験発表団体を募集します

戦傷病者等の妻および戦没者等の妻に対する
特別給付金が（継続）支給されます

『ＮＰＯってなに？』から『ＮＰＯ法人設立の流れ』まで、ＮＰ

Ｏ法人の設立を考えている方はもとより、これからＮＰＯ活動を

始めたいと思っている方でも気軽に参加できる内容の講習会です。

日時 １０月１５日（日）午後２時～３時（講習後に設立相談を

行います） 場所 県行田地方庁舎２階学習ルーム　 定員 ５０

人（事前申込不要） 参加無料 問い合わせ 県東部地域創造セ

ンター行田支所 �５５５―１１１０

ＮＰＯ法人設立基礎講習会　
～はじめのいっぽ～

ＮＰＯ法人設立基礎講習会　
～はじめのいっぽ～

第２０回
行田市生涯学習推進市民大会
体験発表団体を募集します
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場所 埼玉県労働会館（さいたま市浦和区常磐９－２４－１３）

申し込み・問い合わせ 同会館就労支援担当　�０４８－８３２－２１５１　FAX０４８－８３２－２１５４

ホームページ http://www.rokan.jp/

埼 玉 県 労 働 会 館 主 催 講 座

講座名

｢社会保険労務士｣
受験講座

｢初級システムアドミニ
ストレーター｣受験講座

｢DCプランナー２級｣
直前対策講座

日　　程

１１月２１日～平成１９年６月８日
火・金曜日（全４０回）

定　員

５０人
（申込順）

費　　用

５２,５００円
別途教材費

申込受付

１１月１日（水）
午後１時～

４０人
（申込順）

２１,０００円
別途教材費

１１月１日（水）
午後１時～

４０人
（申込順）

１５,７５０円
別途教材費

１１月２日（木）
午後１時～

時　　間

午後６時３０分

～８時４５分
１１月２２日～平成１９年３月１４日

水曜日（全１５回）

１２月１４日～平成１９年２月１５日
木曜日（全８回）

（財）行田市中小企業退職金共済会は、市内の中

小企業に退職金制度を設ける支援を行っています。

退職金制度を持つことは、企業にとって優秀な

人材を確保し定着を促すとともに従業員からの信

頼感を高めることになります。当制度に加入すれ

ば安全・確実な退職金を手軽に準備することがで

きます。

《制度の特色》

〇市の全額出資の財団法人により管理運営されて

いるので、安全・確実です。

〇掛金を納めるだけで企業の実態にあった退職金

を手軽に持つことができます。

〇掛金は預金口座より自動引き落としができ、退

職金は退職者に直接支払われるので、管理が簡

単です。

〇掛金は税法上、全額損金・必要経費として非課

税になります。

〇本制度では、加入して満２年以上経過しないと

退職金は支給されません。これは、短期勤務者

よりも長期勤務者に手厚く報いるものとなって

いるためです。

《掛金の種類》

従業員１人当たり月額１,０００円から１５,０００円

までの１７種類です。また、限度額までの増額が

できます。

問い合わせ （財）行田市中小企業退職金共済会

（商工観光課内・内線３８３）

労働保険は「労災保険」と「雇用保険」の総称で、

政府が管掌している制度です。

労働保険は、労働者の業務中や通勤途上に負傷した

場合や、失業した場合などに必要な保険給付などを行

っています。

労働保険は、原則として労働者を一人でも雇用して

いる事業主は、加入手続きを行い、労働保険料を納付

する必要があります。

未加入の事業主の方は、加入の手続きを行うようお

願いいたします。

問い合わせ

さいたま労働基準監督署 �０４８―６００―４８０２　　

ハローワーク行田 �５５６―３１５１　

埼玉労働局労働保険徴収課 �０４８―６００―６２０３

１０月は
「労働保険適用促進月間」です

埼玉県最低賃金が１０月１日から時間額６８７円に改

正されます。なお、特定の産業については別途産業別

最低賃金が適用されます。

また、埼玉県内で電気機械器具製造業に係る業務に

従事する家内労働者の最低賃金が改正されました(品目･

工程･規格が限定されています)。この業務を委託する場

合には、改正された最低工賃額以上の工賃を支払う必

要があります。

問い合わせ 埼玉県労働局賃金室

�０４８―６００―６２０５

埼玉県最低賃金、電気機械器具
製造業最低工賃の改正

退職金の準備は（財）行田市
中小企業退職金共済会で
退職金の準備は（財）行田市
中小企業退職金共済会で
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年金受給手続きの簡素化のため、１２月から、住民基本台帳ネ
ットワークシステムを活用して受給者の方の現況確認を行うこ
とになりました。これにより、これまで毎年誕生月に提出の必
要があった「年金受給者現況届」が省略できることとなります。
ただし、次に該当する方は今後も現況届の提出が必要です。
○外国人（外国人登録）の方
○外国に居住している方
○社会保険庁で保有している本人基本情報（氏名、性別、生年
月日、住所）と住民基本台帳ネットワークシステムの情報が
相違し、住民票コードを把握できない方など

問い合わせ 保険年金課国民年金担当（内線２７０・２７５）

住民基本台帳ネットワークシステムでは、引き続
き加給年金額を受けられるかどうかの生計維持の確
認がとれないため、生計維持の確認が必要な方は、
社会保険庁より送付される「生計維持確認届」の提
出が必要です。
また、障害年金を受給している方で診断書の提出

が必要な方は、障害の程度の確認について医師の診
断が必要になりますので、社会保険庁より送付され
る診断書の提出が必要です。
提出がない場合は、年金の支払いが止まることが

ありますのでご注意ください。

年金受給者の皆さんへ
現況届の提出がなくなります

加給年金額対象者の生計維持確認や
診断書の提出は引き続き必要です

１０月から国民健康保険と老人保健の制度の一部が変わります
１０月１日から、医療制度改正により医療費の自己負担などが変わります。この改正は、国民の安心の基盤である皆保険制度

を維持し、将来にわたり持続可能なものにするために、医療給付費の伸びと国民の負担との均衡を確保していくためのものです。

主な改正点

○高齢者（※現役並み所得の方）の自己負担が変わります（７０歳以上の方）
７０歳以上または老人保健の方で、現役並み所得の方は医療機関に支払う
自己負担額が２割から３割になります。
※現役並み所得の方とは……月収２８万円以上または課税所得１４５万円以上の高齢者

○高額療養（医療）費の自己負担限度額が引き上げられます
医療機関に支払う窓口負担の1カ月の限度額（自己負担限度額）が変わります。

○療養病床に入院する場合の食費・居住費の
負担が変わります（７０歳以上の方）
療養病床に入院する７０歳以上の方は、こ

れまで食材料費相当のみを負担していました
が、食費と居住費を負担することになります。

○人工透析を要する上位所得者の自己負担額が変わります（７０歳未満の方）
慢性腎不全で人工透析を要する上位所得者（基礎控除後の総所得金

額などが６００万円を超える世帯）については、自己負担限度額が１万
円から２万円に引き上げられます。

○出産育児一時金が変わります
国民健康保険被保険者が出産したときに受けられる出産育児一時金

の支給額が、現行の３０万円から３５万円に引き上げられます。

問い合わせ 保険年金課国保担当（内線２７１）

夫婦２人世帯

単身世帯

５２０万円以上

３８３万円以上

【現役並み所得の方となる世帯の収入額】

上位所得者 ※1
１５０,０００円＋（医療費ー５００,０００円）
×１％　※２（８３,４００円）

一　　般
８０,１００円＋（医療費ー２６７,０００円）

×１％　※２（４４,４００円）

低所得者
（住民税非課税）

３５,４００円
※２（２４,６００円）

【７０歳未満の方】

８０,１００円＋（医療費ー２６７,０００円）
×１％ ※２（４４,４００円）

４４,４００円

自己負担限度額

外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位）

現役並み所得者（月収２８万円以上
または課税所得１４５万円以上）

４４,４００円１２,０００円一　　般

２４,６００円

１５,０００円
８,０００円

低所得者
（住民税非課税）

�

�
（年金収入８０万円以下等）

【７０歳以上の方（老人保健対象者を含む）】

※１は、基礎控除後の総所得金額などが６００万円を超える世帯

※２は、過去１２カ月間に、一世帯での支給が４回目以降の限度額

食費＋居住費　

一　　　　　　　　　般 ５２,０００円

住 民 税 非 課 税 世 帯 ３０,０００円

年金受給額８０万円以下 ２２,０００円

老齢福祉年金受給者 １０,０００円

９月３０日まで
１０,０００円

１０月１日から
２０,０００円

９月３０日まで
１児につき ３００,０００円

１０月１日の出産から
１児につき ３５０,０００円

※２は、過去１２カ月間に、一世帯での支給が４回目以降の限度額
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今回の改正は、個人情報に対する意識の高まりに
的確に対応するため、住民基本台帳の一部の写しの
閲覧制度を見直し、併せて、偽りその他不正な手段
による閲覧などに対する罰則が強化されるものです。
改正された法律は、１１月１日から施行されます。

《主な改正点》
（１）閲覧することができる場合が限定されました。
①国または地方公共団体の機関が法令の定める事
務の遂行のために行う閲覧。
②個人または法人の申し出による閲覧は、次のよ
うに限定されます。
・統計調査、世論調査、学術研究その他の調査研
究のうち公共性が高いと認められるもの
・公共的団体が行う地域住民の福祉の向上に寄与す
る活動のうち、公共性が高いと認められるもの
・営利以外の目的で行う居住関係の確認のうち、
訴訟の提起その他特別の事情による居住関係の
確認として市町村長が定めるもの

（２）閲覧の手続きなどが整備されました。
・閲覧の利用目的、管理の方法、調査研究の成果
の取り扱いなどの明示
・閲覧した事項を取り扱える者の範囲の明確化
・目的外利用の禁止・第三者提供の禁止
・不正閲覧などに対する報告徴収、勧告、命令
・閲覧した者の氏名、利用目的の概要などの公表

（３）偽りその他の手段による閲覧や目的外利用の
禁止に対する違反などに対する制裁措置が強化
（過料の引き上げ、刑罰規則の新設）されました。
問い合わせ 市民課（内線２４３）

住民基本台帳法の一部が
改正されました

印鑑登録証をお持ちの方、
市民カード・印鑑登録証にしませんか

市民カード・印鑑登録証
を利用すると、印鑑登録証
明書のほか、住民票の写し
や課税証明書などが自動交
付機により交付されます。
自動交付機は平日午後７

時までおよび土・日曜日や
祝日の市役所の開庁時間外
でも利用することができます。窓口が混雑する週始めや月末、
年度末は請求してから証明書が交付されるまで時間が掛かりま
すが、自動交付機では待ち時間が短縮されます。
○自動交付機では、次の証明の交付が受けられます　
・自己または自己の世帯に係る住民票の写し
・自己に係る所得課税証明書
・自己に係る非課税証明書
・自己に係る児童手当用税証明書
・自己に係る印鑑登録証明書（登録している方）
○自動交付機が利用できる時間
【月～金曜日】午前８時３０分～午後７時
【土・日曜日、祝日】午前８時３０分～午後５時１５分
○自動交付機の設置場所　市役所ロビー
○市民カード・印鑑登録証作成手続方法
【本人申請】印鑑登録証、本人確認ができる書類（運転免許証、
パスポートなど）、認印を用意のうえ、市民課窓口で手続きを
してください。
【代理人申請】印鑑登録証、代理人選任届、代理人の認印（後
日、本人の意思によるものか確認を行うため、回答書を郵送し
ます）※交付については、暗証番号を登録するため、本人へ
の交付となります。
問い合わせ 市民課（内線２４３）

市民カード・印鑑登録証なら自動交付機が使えます

障害者（児）とその家族およびボランティアが、互いに
交流を深めるとともに、障害者（児）の健康増進と社会参
加を促進するため開催するものです。
日時 １１月２５日（土）午前９時～正午　 場所 行田
グリーンアリーナ　 対象 市内在住・在勤・在学の障害
者（児） 内容 風船バレー、卓球バレー、ならべっこベ
ースボール、フライングディスクなど　 参加費 １００
円（傷害保険料） 持ち物 運動に適した服装、タオル、
上履き　 申し込み １０月２７日（金）までに参加申込書
を福祉課へ提出してください。 問い合わせ 福祉課障害
福祉担当（内線２６５・２６６）ＦＡＸ５５４―６７０１
※ボランティア募集
大会を開催するにあたり、当日の運営などに協力してい

ただけるボランティアの募集をしています。
申し込み・問い合わせ １０月２７日（金）までに行田市
社会福祉協議会 �５５７―５４００

第８回行田市障害者（児）
スポーツ・レクリエーション大会 シルバー人材センターでは、いろいろな技術・技能を持

った高齢者がそろっており、市民の皆さんから幅広い分野
の仕事を引き受けています。どうぞ当センターをご利用く
ださい。
〇引き受けている仕事の例
除草作業、植木の剪定

せんてい

および消毒、襖
ふすま

・障子・網戸の張
り替え、ペンキ塗り、通院の付き添い・薬取り、毛筆筆
耕・あて名書き、店番・販売・配達、その他

また、当センターでは、現在３３０人の会員の方が活躍
中ですが、こうした方々と一緒に活動できる新規会員を募
集しています。高齢者の皆さん、働く生きがいを見つけて
みませんか。旅行、サークル活動、各種行事など楽しい催
し物も行っています。入会説明会を毎月第３木曜日、午前
１０時から開催していますので、入会を希望する方はお越
しください。
問い合わせ （社）行田市シルバー人材センター（佐間
１―１１―３）�５５６―５２２１

ご利用ください　シルバー人材センター



16

来年度の保育園入園希望者の申し込みを受け付
けます。
保育園は、家庭で十分保育できない乳幼児を、

保護者の委託を受けて保育する児童福祉施設です。
保育園へ入園できる児童は、家庭に次のいずれ

かの事情がある場合で、祖父母など母親以外の方
が児童を保育できる場合は該当しません。
①昼間常に家庭外で仕事をしている場合
②昼間常に家庭内で家事以外の仕事をしている
場合
③出産前後または疾病（入院・自宅療養）の場合
④長期にわたり、同居の家族の看護や入院の付き
添いなどにあたっている場合
このほか火災、風水害、地震などにより家を失

ったり破損した場合、その復旧までの間、児童の
保護ができない場合にも入園できます。

受付期間 １１月２０日（月）～１２月８日（金）
受付場所 入園を希望する保育園（申込書は１１
月１日（水）から各保育園で配布します）
保育園名と現在の定員および所在地 ○若葉保
育園（１５０人）行田　○和光保育園（１３０人）
佐間　○白鳩保育園（６０人）駒形　○ホザナ保
育園（９０人）荒木　○太井保育園（９０人）棚
田町　○小羊チャイルドセンター（６０人）若小
玉　○太田保育園（１２０人）藤間　○行田保育
園（９０人）荒木　○埼玉保育園（９０人）埼玉
○持田保育園（９０人）城西 ○長野保育園（９０
人）長野　○南河原保育園（６０人）南河原　
問い合わせ 子育て支援課（内線２６３）

平成１９年度の保育園入園希望者受付 平成１９年度私立幼稚園入園のご案内

私立幼稚園は、それぞれの園において特色ある保育内容と子供
の年齢に合わせたカリキュラムを用意しています。市内の幼稚園
に入園を希望される方は下記幼稚園に直接お問い合わせください。
なお、未就園児を対象とした体験保育や園庭解放なども行って

おり、見学も可能です。

案内配布 １０月１６日（月）～
願書受付 １１月 １日（水）～

○２年保育　平成１４年４月２日～１５年４月１日生まれ
○３年保育　平成１５年４月２日～１６年４月１日生まれ
○４年保育　平成１６年４月２日～１７年４月１日生まれ
（４年保育は１９年度より実施する予定です。募集人員など詳細は
各園にお問い合わせください）
※ 幼稚園児も所得金額に応じて就園奨励費が支給され、保育料な
どが減免される制度があります。詳細は６月以降に幼稚園を通
じてお知らせします。

※ 長時間保育や夏休み中の預かり保育などの制度もありますの
で、ぜひご利用ください。
問い合わせ 行田市私立幼稚園連盟（やごう幼稚園）�５５４－
５７５２

幼稚園名 住　　所 電話番号

老本幼稚園 旭町１６ー３８

富士見町２ー２７ー２

駒形１ー９ー７

本丸１１ー２０

門井町２ー１９ー９

南河原７７７ー２

谷郷２ー５ー１

渡柳５６３ー３

５５３ー２７７１

行田幼稚園 ５５４ー５１６９

５５６ー７４９４

５５５ー２３０１

５５４ー７３４８

５５７ー０２３４

５５４ー５７５２

５５９ー１００１

富士見ヶ丘幼稚園

ホザナ幼稚園

まつたけ幼稚園

南河原幼稚園

やごう幼稚園

やなぎ幼稚園

日時 １１月２日（木）～平成１９年３月２２日（木）の祝日を除く毎週木曜日（全１８回）
午前１０時～正午　 場所 総合福祉会館やすらぎの里第３研修室　 対象 手話奉仕員
養成講習会入門課程修了者および同等の技術を有する者　 定員 ２０人　 費用無料
申し込み・問い合わせ １０月１６日（月）から行田市社会福祉協議会 �５５７－５４００

手話奉仕員養成講習会
（基礎課程）

行田商工会議所パソコンセミナー
場所 行田商工会議所会議室

（商工センター内） 注意事項
会員とは行田商工会議所会員を
示します。テキスト代は変更が
ある場合があります。 申し込
み・問い合わせ 行田商工会議
所会員サービス課 �５５６ー４１
１１ FAX５５６ー００５９　
※FAXの場合は住所、氏名、電話

番号を明記してください。なお、会

員事業所の場合は、事業所名、所在

地、電話番号を明記してください。

※セミナーの詳細は行田商工会議所

ホームページでもご覧になれます。

http://www.gyoda-cci.or.jp/

コース

パワーポイント
基礎コース

日　　　程 定員

１０月２３日（月）・２５日（水）
午前９時～正午

各８人
（先着順）

１０月２３日（月）
午後１時３０分～４時３０分

１０月２７日（金）
午前９時～午後４時３０分

１１月２日（木）・７日（火）・９日（木）
午後２時～４時

１１月１４日（火）・１５日（水）
午前９時～午後４時３０分

１１月２０日（月）・２１日（火）
午前９時～正午

その他

別途テキスト代
として２,１００円

受講料

９,０００円
（会員は６,０００円）

６,０００円
（会員は４,０００円）

９,０００円
（会員は６,０００円）

４,０００円
（会員は２,０００円）

１８,０００円
（会員は１２,０００円）

６,０００円
（会員は４,０００円）

別途テキスト代
として１,６８０円

別途テキスト代
として１,５７５円

テキスト代・資料
は受講料に含む

別途テキスト代
として２,１００円

別途テキスト代
として１,５００円

ブログで簡単
ホームページコース

デジカメの
使い方コース

ネット株式講座

ホームページ作成コース
（ホームページビルダーコース）

年賀状作成コース
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《加須市》
タイトル 第１１回加須こいのぼりマラソン大会参加者大募集
内　　容 今年も１２月３日(日)に加須こいのぼりマラソン

大会が開催されます。今大会から、１０kmの部は
市役所付近をスタートし、市街地を通り市民運動
公園へと向かう新しいコースとなりました。多く
の皆さんの申し込みをお待ちしています。

日　　程 １２月３日(日)(雨天決行)
場　　所 加須市民運動公園
種　　目 【ハーフマラソン（２１.０９７５km）】一般男子・女子

（１８～３９歳、４０～４９歳、５０歳以上）
【１０km】一般男子・女子（１８～３９歳、４０～４９　
歳、５０歳以上）、男子高校生
【５km】一般男子・女子（１８～３９歳、４０～４９歳
５０歳以上）、男子・女子高校生、男子中学生
【３km】一般男子・女子（１５～３９歳、４０～４９歳
５０歳以上）、男子・女子中学生
【２km】小学生男子・女子（３年生以上）
※会場まで保護者が同行してください
【１.５km】親子（子供は小学３年生以下）

参 加 費 （スポーツ傷害保険代も含む）
一般２,５００円、高校生１,５００円、中学生１,０００
円、小学生５００円、親子１,５００円

表　　彰 各部門１０位まで
参 加 賞 こいのぼり絵入りタオル　
申し込み 北埼玉地区内の各市町の教育委員会に用意されて

いる申込用紙に記入し、１０月２０日（金）までに
〒３４７－０００７　加須市下三俣５９０番地　加須
市民体育館内「こいのぼりマラソン大会」事務局
へ（郵送は当日消印有効）
※インターネット(http://www.runnet.jp/)でも
申し込みができます。

問い合わせ 同大会事務局 �０４８０－６２－６１２３

《羽生市》
タイトル コスモスフェスティバル
内　　容 もちつき大会や金魚すくい、バーベキューなど、

たくさんの楽しい催しが予定されています。皆さ
ん、お誘いあわせのうえお出かけください。
※コスモスの見ごろは、９月下旬から１０月下旬
までです。

日　　時 １０月１５日（日）午前１０時～午後２時
場　　所 羽生市清掃センター南（羽生市大字三田ヶ谷）
問い合わせ コスモスフェスティバル実行委員会（羽生市農政

課内）�５６１－１１２１（内線１８１・１８２）

《騎西町》
タイトル 騎西町民まつり「銀杏祭

いちょうさい

」２００６
内　　容 バザーやステージ発表など、例年1万人以上の人

でにぎわい、また各出店団体が販売を行います。
農産物直売コーナー、町民鍋、青空びっくり市、
ふれあい動物園、ミニＳＬなど当日は町文化祭も
開催され、生涯学習センター「キャッスルきさい」
で作品展示が行われます。

日　　時 １１月５日（日）午前９時３０分～（雨天決行）
場　　所 騎西町総合公園
問い合わせ 騎西町民まつり実行委員会 �０４８０－７３－１１

１１（内線１６０）

《北川辺町》
タイトル 「ふるさと秋まつり」
内　　容 「文化祭」「産業祭」「健康福祉まつり」の３つの

イベントをあわせた『ふるさと秋まつり』を開催
します。皆さんのお越しをお待ちしています。

○第２９回文化祭
日　　時 【展示の部】１１月３日（金）午前１０時～午後５時

１１月４日（土）午前９時～午後５時
１１月５日（日）午前９時～午後３時

【芸能音楽の部】１１月１１日（土）
場　　所 北川辺町生涯学習センター「みのり」
問い合わせ 北川辺町教育委員会 �０２８０－６２－１７１０
○第２３回産業祭
日　　時 １１月５日（日）午前９時～午後２時
場　　所 北川辺町役場駐車場
問い合わせ 北川辺町産業振興課 �０２８０－６１－１２０５
○第１９回健康福祉まつり
日　　時 １１月５日（日）午前９時３０分～正午
場　　所 保健センター、診療所、介護サービスセンター
問い合わせ 北川辺町保健センター �０２８０－６２－３３２２

《大利根町》
タイトル 童謡のふる里まつり
内　　容 秋をむかえ、１１月には童謡のふる里まつりのさまざ

まなイベントが開催されます。ぜひ、お越しください。
日　　時 １１月１日（水）～４日（土）文化展（場所：文化体育館）

１１月１日（水）～７日（火）菊花展（場所：運動公園こども広場）
１１月３日（金）ミュージックフェスタ（場所：アスタホール）
１１月１２日（日）農業・商工・健康まつり（場所：運動公園自由広場）
１１月２６日（日）福祉ふれあい広場（場所：総合福祉会館）

問い合わせ 童謡のふる里まつり推進委員会事務局
�０４８０－７２－２１１４

～でかけませんかとなりまち～
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保 健 案 内
保健センター　Tel.553－0053／Fax.555－2551

・診療科目……内科、小児科、外科　

・診療時間……午前１０時～午後５時

＊医療機関が変更されることがありますので、事前にお問い合わせください。

・行田中央総合病院 �５５３－２０００

・壮幸会行田総合病院　 �５５２－１１１１

◇夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知りたいとき

・行田市消防署　 �５５６－３００５

・埼玉県救急医療センター　�０４８－８２４－４１９９

休日急患診療
期　　　日 医療機関名

１０月２２日（日）

１０月２９日（日）

行田中央総合病院

壮幸会行田総合病院　
１１月 ３日（金）

期　　　日

１１月 ５日（日）

医療機関名

行田中央総合病院
１１月１２日（日）

集団基本健康診査（予約制）
期　　日 会　　場

１１月 ７日（火） 佐間公民館

期　　日

１１月２８日（火）

会　　場

保健センター

骨粗しょう症検診
対　　　象 期　　　日

４０、４５、５０、５５、６０、
６５、７０歳の女性
(平成１８年４月１日現在)

１２月１日（金）・６日（水）・

１１日（月）・１９日（火）

上記以外の女性
１２月２１日（木）・２５日（月）

・２６日（火）

時　　間

午前９時～１１時３０分

（３０分ごとの時間予約制）

期　　日 会　　場

１０月１７日（火） 太田公民館

１０月２４日（火） 保健センター

期　　日

１０月３０日（月）

会　　場

保健センター

・対象の方には個人通知します。
・対象者以外（平成１８年６月３０日以前に生まれて生後６月に達するま
での間の子）でまだ受けていないお子さんはこの機会に受けてください。
・生後６月に達するまでに医学的に接種が不適当であると医師が判断し
た乳児（心臓血管系、腎臓疾患、肝臓疾患、血液疾患および発育障害などの疾患
を有する者など）について、医師による医学的判断がなされ１歳に達す
るまでにＢＣＧ接種が可能な場合は保健センターまでご連絡ください。
・必ず受付時間内に会場へお越しください。遅れると受けられません。
・お子さんの日ごろの状態をよく知っている方が連れてきてください。
・体温は接種会場で測定してください。
・慢性の病気があったり、継続して治療を受けているお子さんは、かか
りつけの医師に相談してから受けるようにしましょう。

BCG予防接種

受付時間 午後１時３０分～２時２０分
場　　所 保健センター　　
持 ち 物 母子健康手帳

１０月２５日（水） 平成１８年７月１日～１５日生まれ

１１月 ９日（木） 平成１８年７月１６日～３１日生まれ

期　　日 対　象　者

胃がんの集団検診

受付時間 午前８時３０分～９時３０分
対 象 者 ４０歳以上（平成１８年４月１日現在）
検査方法 問診・胃部エックス線検査（バリウムをのみます）
費　　用 ５００円（７０歳以上および行田市国民健康保

険加入している方は無料）
申し込み 事前に電話でお申し込みください。
※詳しくは、受診券を送付しますので裏面をご覧ください。

（財）日本中毒情報センターの電話番号変更と
受信相談の無料化

母子健康手帳に掲載している（財）日本中毒情報センタ
ーの電話番号が携帯電話・公衆電話からの通話が可能とな
るのに伴い変更となりました。また、情報提供料（受信相
談料）が無料（通話料のみ有料）となりましたのでお知ら
せします。

（変更前）�０９９０－５０－２４４９
（変更後）�０７２－７２７－２４９９

（変更前）�０９９０－５２－９８９９
（変更後）�０２９－８５２－９９９９

問い合わせ 保健センター �５５３－００５３

こころの相談
ご希望の方は事前に電話でお申し込みください。
期　　日 １０月１９日（木）、１１月２日（木）

母親学級

受付時間 午後１時１５分～１時３０分（終了時間は４時ごろ）
対　　象 初妊婦（家族の参加可）
持 ち 物 母子健康手帳・筆記用具
申し込み 母子健康手帳交付時にお渡しした申し込みはがきまた

は電話で１０月３１日（火）までにお申し込みください。

定　　員 １日２２０人（先着順）
場　　所 保健センター　　　　
費　　用 ５００円（７０歳以上は無料）
申し込み １１月１日（水）から電話にて

期　　日 内　　容

１１月 ７日（火）

１１月１６日（木）

１１月２２日（水）

オリエンテーション
妊娠の生理と分娩経過
妊娠中の食事

むし歯予防
妊娠中と産後の生活
お友達をつくろう

赤ちゃんの保育
お風呂の入れ方（体験実習）

担　　当

保 健 師
医 師
栄 養 士

歯科医師
助 産 師
保 健 師

保 健 師
〃

大阪中毒１１０番

つくば中毒１１０番
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教育委員会では、家庭の教育力向上が重要視されている
ことから、講演会を開催します。

日時 １１月７日（火）午前１０時～正午　 場所 教育
文化センター「みらい」ホール　 演題 「子どもとの心
のキャッチボール」 講師 橋史朗さん（明星大学教
授・埼玉県教育委員会委員） 入場無料 問い合わせ
ひとつくり支援課 �５５６―８３１９

子育て講演会

厚生労働省では過去に石綿を製造し、または取り扱う作
業に従事し、事業所の廃業など何らかの理由により石綿健
康診断を実施できない、かつ一定の要件を満たした退職者
に対して、無料で健康診断を実施します。
受付期間 １１月１日（水）～１７日（金） 問い合わせ
埼玉労働局労働基準部安全衛生課 �０４８―６００―６２０６

石綿業務に従事した離職者に対する
特別健康診断

保健センターの各種相談と催し ＊会場は保健センター 

名　　称 対　象　者 期　　日 時　　間 内　容　な　ど 

受付午後１時～１時３０分 ４カ月児健診は月２回実施しますが、対象者には事前にどちらか 
の日程で通知します。　 

１１月 ８日（水） 

１１月２１日 (火） 
平成１８年６月１５日～７月１４日 
生まれの子 

１１月１０日 (金） 平成１７年５月生まれの子 

１１月３０日 (木） 平成１６年４月生まれの子 

１１月１７日 (金） 平成１５年５月生まれの子 

受付午後１時３０分～２時 １１月２９日（水） 事前に電話申し込みが必要です。 

受付午前９時４５分～１０時 
１１月 １日（水） 

１１月１４日（火） 
赤ちゃんとの遊びなどを通じた母親同士の仲間づくりの場です。 
２日間とも参加できる方。事前に電話申し込みが必要です。　 

午前９時３０分～１１時３０分 

午後１時３０分～３時３０分 １１月１３日（月） 
小学校入学前の親子 育児に関する相談を保健師、栄養士がお受けします。 

事前に電話申し込みが必要です。 

１１月２７日 (月） 

１１月２０日 (月） 

小学校入学前の親子 
親子で遊んだり親同士が話をする場です。身長計、体重計が 
あります。市内のサークル情報など話題も豊富です。 
　 

平成１８年６月１５日～７月１４日 
生まれの子をお持ちの方 

平成１８年４月１５日～６月１４日 
生まれの子をお持ちの方 

禁煙を希望し、禁煙開始を宣 
言できる、６４歳以下の方 

受付午前１０時～１１時 

午前１０時～１１時 １１月１５日（水） 健康に関する相談をしたい方 健康に関する食事や日常生活についての相談をお待ちしています。 

４カ月児健診  

１歳６カ月児健診 

２歳児歯科健診 

３ 歳 児 健 診  

離 乳 食 教 室  

コ ア ラ 教 室  

乳 幼 児 相 談  

親 子 広 場  

１１月１７日 (金） 
たばこをやめたいと思っている方を３カ月応援します。 
事前に電話申し込みが必要です。 

午前９時３０分～１１時３０分 
オーダーメイド
禁 煙 教 室  

健 康 相 談  

受付時間 午後１時３０分～２時２０分
場　　所 保健センター
持 ち 物 母子健康手帳

・対象の方には個人通知します。
・平成１７年６月３０日以前に生まれた７歳６カ月未満で
未接種のお子さんはこの機会に受けてください。
・必ず受付時間内に会場へお越しください。遅れると受
けられません。
・お子さんの日ごろの状態をよく知っている方が連れて来て
ください。
・体温は接種会場で測定してください。
・慢性の病気があるお子さんや、継続して治療を受けて
いるお子さんは、かかりつけの医師に相談してから受
けるようにしましょう。

ポリオ（小児マヒ）予防接種
接種日（経口）

１０月１８日（水）

１０月２３日（月）

１１月 １日（水）

１１月 ６日（月）

対象児

初回接種対象児
平成１８年１月１日～６月３０日生まれ

追加接種対象児
平成１７年７月１日～１２月３１日生まれ

高齢者のインフルエンザ予防接種
接種期間 １０月２０日（金）～１２月２５日（月）
対　　象 ・接種日現在６５歳以上の市民

・接種日現在６０歳以上６５歳未満の市民のうち、心
臓、腎臓または呼吸器の機能に重度の障害（1級程
度）のある方およびヒト免疫不全ウイルスにより免
疫の機能に障害のある方
※インフルエンザの予防接種は、接種を受ける法律上
の義務はありません。自らの意思で接種を希望する
方のみに行うものです。

接種方法 ・予防接種実施医療機関での個別接種（年に1回）
・事前に予防接種実施医療機関へ直接お申し込みくだ
さい。（市外の医療機関での接種を希望する方は市
の予診票が必要ですので、あらかじめ保健センター
にご連絡ください）

個人負担 １,０００円（生活保護受給者は免除されます）
持参するもの

６５歳以上の方…………保険証または生活保護受給者証
６０歳以上６５歳未満の方…保険証または生活保護受給者
証および身体障害者手帳など

※指定医療機関、障害の程度など不明な点は保健センターへ問い
合わせください。
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【
相
談
事
例
】

【
事
例
１
】
―
催
眠
商
法
―

日
用
品
を
無
料
で
く
れ
る
と
い
う
チ
ラ
シ
を
見
た
知
り
合
い

に
誘
わ
れ
、
会
場
に
な
っ
て
い
る
近
所
の
家
に
で
か
け
た
。
日

用
品
を
も
ら
っ
た
後
、
業
者
が
「
重
い
か
ら
送
っ
て
い
く
」
と

家
ま
で
つ
い
て
き
た
。
業
者
が
ふ
と
ん
も
持
っ
て
き
た
の
で

「
買
う
な
ん
て
言
っ
て
い
な
い
」
と
断
っ
た
ら
、
業
者
は
「
買

う
と
言
っ
た
」
と
言
い
出
し
、
押
し
問
答
に
な
っ
た
。
家
に
は

夫
も
い
た
が
「
買
わ
な
い
な
ら
土
下
座
し
ろ
」
と
す
ご
ま
れ
、

怖
く
て
契
約
書
に
サ
イ
ン
し
て
し
ま
っ
た
。（
70
代
女
性
）

【
事
例
２
】
―
悪
質
リ
フ
ォ
ー
ム
―

２
年
前
に
床
下
工
事
を
し
た
訪
問
販
売
業
者
が
「
無
料
で
点

検
を
す
る
」
と
や
っ
て
き
た
。
業
者
は
「
排
水
管
に
ヒ
ビ
が
入

っ
て
い
る
。
す
ぐ
補
修
し
な
い
と
大
変
な
こ
と
に
な
る
。
以
前

も
工
事
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
か
ら
、
格
安
に
す
る
」
と
い
う
。

室
内
か
ら
排
水
管
を
の
ぞ
く
と
ヒ
ビ
が
あ
る
よ
う
に
も
見
え
た

の
で
、
修
理
し
て
も
ら
っ
た
。
契
約
書
の
交
付
も
な
く
、
そ
の

場
で
15
万
円
を
現
金
で
支
払
っ
た
が
、
後
で
必
要
の
な
い
工
事

と
わ
か
っ
た
。（
70
代
男
性
）

【
お
答
え
し
ま
す
】

【
事
例
１
】

本
当
に
売
ろ
う
と
す
る
も
の
を
隠
し
て
会
場
に
人
を
集
め
、

日
用
品
を
無
料
で
配
り
、
お
も
し
ろ
お
か
し
く
雰
囲
気
を
盛
り

上
げ
、
人
々
を
興
奮
さ
せ
た
状
態
で
高
額
な
商
品
を
売
り
つ
け

る
商
法
を
、
催
眠
商
法
（
Ｓ
Ｆ
商
法
）
と
い
い
ま
す
。
商
品
を

購
入
す
る
ま
で
、
長
時
間
会
場
か
ら
出
し
て
も
ら
え
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。
事
例
１
は
、
会
場
を
抜
け
出
せ
た
も
の
の
、
逆

に
業
者
に
自
宅
に
上
が
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
ケ
ー
ス
は
、
契
約
し
た
翌
日
に
相
談
が
あ
っ
た
の
で
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
を
適
用
し
無
条
件
解
約
と
な
り
ま
し
た
。

県
内
で
も
、
農
村
部
を
中
心
に
こ
の
よ
う
な
事
例
が
増
え
て
い

ま
す
。
た
だ
よ
り
高
い
も
の
は
な
い
と
肝
に
命
じ
ま
し
ょ
う
。

【
事
例
２
】

訪
問
販
売
業
者
に
は
、
契
約
し
た
人
に
契
約
書
面
の
交
付
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
交
付
が
な
い
場
合
は
い
つ
で
も

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
ま
す
。
訪
問
販
売
業
者
は
、
支
払
済

み
や
工
事
完
了
、
商
品
使
用
済
み
を
理
由
に
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
を
拒
否
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
ケ
ー
ス
で
は
、
業
者
に
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
を
通
知
し

た
と
こ
ろ
、
業
者
か
ら
返
金
す
る
が
元
に
戻
す
こ
と
は
で
き
な

い
旨
の
返
答
が
あ
り
、
工
事
施
工
済
み
の
ま
ま
返
金
さ
れ
ま
し

た
。
全
国
的
な
摘
発
に
よ
り
、
悪
質
リ
フ
ォ
ー
ム
の
苦
情
件
数

は
一
時
に
比
べ
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
ほ
と
ぼ
り
の
冷
め
る
の

を
待
っ
て
、
高
齢
者
を
食
い
物
に
す
る
業
者
が
ま
た
動
き
出
し

て
い
ま
す
。
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
る
の
は
、
書
面
交
付
日
か
ら
８

日
以
内
で
す
が
、
期
間
が
過
ぎ
て
も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
可

能
な
事
例
や
契
約
を
解
除
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
あ
き
ら

め
な
い
で
、
県
や
市
の
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

埼
玉
県
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
春
日
部
�
０
４
８
―
７
３

４
―
０
９
９
９
ま
た
は
生
活
課
（
内
線
２
５
２
）

た
だ
よ
り
高
い
も
の
は
な
い
！
　
〜
高
齢
者
を
狙
う
悪
質
商
法
〜

高
齢
者
に
言
葉
巧
み
に
近
づ
き
、
不
要
不
急
の
高
い
買
い
物
や
修
理
を
さ
せ
る
悪
質
商
法
が
、
県
内
を
横
行
し

て
い
ま
す
。
た
だ
よ
り
高
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
埼
玉
の
お
年
寄
り
は
だ
ま
さ
れ
な
い
」
を
合
い
言
葉
に
し
ま

し
ょ
う
。

相　　談 

法律（予約制） 

行政 

結婚 

 
消費生活 

内職 

人権 

税務 

水道料金の休日窓口 

水道料金の夜間窓口 

　　　　　日　　　　程 

１０月２４日（火） 

１１月６日（月）　　　　　 

１１月１０日（金）　　　 

１０月１６日（月）・１９日（木）・２３日（月）・２６日（木）・３０日 
（月）、１１月２日（木）・６日（月）・９日（木）・１３日（月） 

１０月１７日（火）・２０日（金）・２４日（火）・２７日（金）・３１日 
（火）、１１月７日（火）・１０日（金）・１４日（火）　　　　　 

１０月２３日（月）、１１月１３日（月）　　　 

１０月１７日（火）　　　　　　 

１１月５日（日）　　　　 

１０月２５日（水）　 

場　　所 

 

 

市役所 

 

 

 
市役所 

市役所 

中央公民館 
（教育文化センター「みらい」内） 

水道庁舎（前谷） 

　 問い合わせ 

 

 
生活課 

（内線２５２） 

 

  商工観光課 

（内線３８３） 
 
人権推進課（内線２２１） 

関東信越税理士会行田支部 
　５５４－１４１１ 

水道業務課 
　５５３－０１３１ 

　　  時　　　　間　　　　 

午前９時～午後３時 

午後１時３０分～３時３０分 

午前９時３０分～１１時３０分　 

 
午前９時３０分～午後３時３０分 

午前１０時～午後４時 

午後１時３０分～３時３０分　 

午後１時３０分～３時３０分 

午前８時３０分～正午 

午後５時１５分～７時 

（１０月１５日～１１月１５日） 

くらしの 番情報
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一
般
書

・
だ
か
ら
、
子
ど
も
の
本
は
面
白
い
（
広
瀬
恒
子
）

・
蘇
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
（
菊
地
直
樹
）

・
勉
強
以
前
の
「
頭
の
良
い
子
ど
も
」
を
つ
く
る

基
本
食
（
幕
内
秀
夫
）

・
魅
惑
の
世
界
鉄
道
旅
行
（
三
浦
幹
男
）

・
サ
ッ
カ
ー
ア
イ
デ
ア
練
習
法
（
高
畑
好
秀
）

・
ア
メ
リ
カ
第
二
次
南
北
戦
争
（
佐
藤
賢
一
）

・
銀
の
砂
（
柴
田
よ
し
き
）

・
ぼ
く
だ
け
の
☆
ア
イ
ド
ル
（
新
堂
冬
樹
）

・
ピ
ー
ス
（
樋
口
有
介
）

・
な
ぜ
紫
の
夜
明
け
に
（
吉
村
達
也
）

・
こ
れ
だ
け
違
う
男
と
女
（
渡
辺
淳
一
）

児
童
書
　

・
多
数
決
と
ジ
ャ
ン
ケ
ン
（
加
藤
良
平
）

・
は
じ
め
て
の
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
（
松
本
繁
美
）

・
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
ね
こ
（
ロ
ザ
リ
ン
ド
・
ウ
ェ

ル
チ
ャ
ー
）

・
ベ
ネ
チ
ア
人
に
し
っ
ぽ
が
は
え
た
日
（
ア
ン
ド

レ
ア
＝
モ
レ
ジ
ー
ニ
）

・
あ
な
た
は
だ
あ
れ
？
（
五
味
太
郎
）

・
お
じ
い
ち
ゃ
ん
ち
で
お
と
ま
り
（
な
か
が
わ
ち
ひ
ろ
）

▼
日
時

10
月
28
日
（土）
午
前
11
時
〜
正
午

▼
場
所

図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
対
象

幼
児
　

▼
内
容

絵
本
や
手
遊
び
な
ど

▼
主
催

お
は
な
し
タ
ン
バ
リ
ン

▼
日
時

11
月
４
日
（土）
午
後
２
時
〜
３
時

▼
場
所

図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
対
象

幼
児
・
小
学
生

▼
内
容

絵
本
や
紙
芝
居
な
ど

▼
主
催

お
は
な
し
の
会

▼
日
時

10
月
21
日
（土）
午
後
２
時
〜

▼
場
所

図
書
館
映
像
ホ
ー
ル

▼
題
名

き
ず
だ
ら
け
の
り
ん
ご
（
23
分
）、

セ
ロ
ひ
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
（
20
分
）

▼
対
象

幼
児
・
小
学
生
お
よ
び
そ
の
保
護
者

親
子
が
絵
本
を
介
し
て
ゆ
っ
く
り
心
ふ
れ
あ
う

ひ
と
と
き
を
も
つ
「
き
っ
か
け
」
を
つ
く
る
こ
と

を
目
的
に
、
ア
ド
バ
イ
ス
集
や
絵
本
な
ど
を
配
布

し
て
い
ま
す
。

▼
日
時

10
月
24
日
（火）
、
11
月
８
日
（水）
午
後
１
時

受
付
開
始
（
４
カ
月
児
健
診
に
合
わ
せ
て
実
施
）

▼
場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象

４
カ
月
児
と
保
護
者

▼
持
参
品

母
子
健
康
手
帳

市
内
の
視
覚
障
害
者
を
対
象
に
図
書
館
所
蔵
資

料
の
朗
読
を
す
る
サ
ー
ビ
ス
（
要
予
約
）
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
身
体
障
害
者
手
帳

を
持
参
し
、
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

録
音
図
書
・
点
字
図
書
・
大
活
字
本
の
貸
し
出

し
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
場
所

図
書
館
朗
読
録
音
室

▼
利
用
時
間

図
書
館
開
館
時
間
内
（
１
回
の
朗

読
時
間
は
２
時
間
以
内
）

10
月
16
日
（月）
・
23
日
（月）
・
30
日
（月）
・
31
日
（火）
、
11

月
６
日
（月）
・
13
日
（月）

＊
休
館
中
の
図
書
の
返
却
は
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ビ
デ
オ
や
Ｃ
Ｄ
は
、
破
損
防
止
の
た
め
、

開
館
時
間
内
に
直
接
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
お
返
し
く
だ

さ
い
。

私
は
こ
の
本
を
読
み
な
が
ら
何
度
泣
い
た
だ

ろ
う
。
数
多
く
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
を
制
作

し
な
が
ら
、
現
代
世
界
の
歴
史
の
現
実
を
著
者

自
身
が
見
て
、
聞
き
、
平
和
の
尊
さ
と
そ
れ
を

守
る
こ
と
の
困
難
さ
を
臨
場
感
を
も
っ
て
教
え

て
く
れ
る
。

こ
の
本
は
、
世
界
各
地
で
真
の
平
和
の
た
め

に
命
が
け
で
戦
っ
て
い
る
人
々
が
現
在
も
無
数

に
い
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。
第
３
章
の

「
ヒ
ロ
シ
マ
か
ら
見
え
る
世
界
」
で
は
、
い
ま

だ
に
増
大
し
続
け
る
核
戦
争
の
脅
威
と
、
そ
れ

に
ど
う
立
ち
向
か
う
か
が
書
か
れ
て
い
る
。
平

和
は
願
う
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
守
る
た
め
に

戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
著
者
が
番
組
制
作

を
通
し
て
、
平
和
と
情
報
の
自
由
を
守
る
た
め
、

全
力
で
立
ち
向
か
い
日
本
国
民
に
発
信
し
続
け

て
き
た
記
録
が
こ
の
本
で
あ
る
。

原
爆
は
も
う
昔
の
話
、
戦
争
は
お
じ
い
さ
ん

の
時
代
の
出
来
事
、
イ
ラ
ク
や
レ
バ
ノ
ン
は
遠

い
世
界
と
考
え
て
い
る
人
々
に
、
自
分
た
ち
が

何
よ
り
先
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
最
も
重

要
な
こ
と
を
こ
の
本
は
教
え
て
く
れ
て
い
る
。

『
「
我
々
は
ど
こ
へ
行
く
の
か
」

あ
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ス
ト

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
』

私
の
推
せ
ん
す
る
一
冊

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

移
動
図
書
館
よ
し
き
り
号

対
面
朗
読
サ
ー
ビ
ス

開館時間 午前９時３０分～午後７時

お
は
な
し
会

休

館

日

子
ど
も
映
画
会

秋
山
輔
宏
さ
ん
（
押
上
町
）

川
良
　
浩
和
　
著

※変更する場合があります。

11
月
9
日
（木）
 

10
月
26
日
（木）
 

泉
小 

10
月
25
日
（水）
 

荒
木
小 

10
月
20
日
（金）
 

太
田
東
小 

10
月
19
日
（木）
 

桜
ヶ
丘
小 

10
月
18
日
（水）
 

星
宮
小 

10
月
27
日
（金）
 

南
河
原
小 

11
月
1
日
（水）
 

須
加
小 

11
月
2
日
（木）
 

北
河
原
小 

11
月
7
日
（火）
 

埼
玉
小 

11
月
8
日
（水）
 

北
小 

11
月
10
日
（金）
 

太
田
西
小 
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写
真
館

写
真
館

８
月
28
日
、「
浮
き
城
の
ま
ち
安
心
・
安
全

情
報
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
配
信
に
関
す
る
協
定
締

結
式
」
が
市
役
所
で
行
わ
れ
、
坂
本
徳
司
行
田

警
察
署
長
と
横
田
市
長
が
協
定
書
に
署
名
し
ま

し
た
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン

に
、
市
内
で
発
生
し
た
犯
罪
・
不
審
者
情
報
や

火
災
情
報
を
メ
ー
ル
で
伝
え
、
防
犯
・
防
災
意

識
の
高
揚
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

今
回
、
犯
罪
・
不
審
者
情
報
の
配
信
に
つ
い
て
、

行
田
警
察
署
の
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
９

月
１
日
か
ら
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
登
録
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

９
月
３
日
、
行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
で
行

田
市
民
卓
球
大
会
夏
季
個
人
戦
が
開
催
さ
れ
、

卓
球
ク
ラ
ブ
の
会
員
や
中
学
生
な
ど
、
大
勢
の

選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
男
子
・
女
子
そ
れ
ぞ
れ
シ
ン
グ
ル

ス
お
よ
び
ダ
ブ
ル
ス
、
男
子
シ
ニ
ア
、
中
学
生

シ
ン
グ
ル
ス
な
ど
９
つ
の
部
門
に
分
か
れ
て
試

合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
張
り
詰
め
た
雰
囲
気
の

中
、
選
手
た
ち
は
白
球
に
思
い
を
込
め
、
軽
や

か
な
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
打
ち
合
い
ま
し
た
。
息

を
も
つ
か
せ
ぬ
激
し
い
ラ
リ
ー
に
、
会
場
か
ら

は
ど
よ
め
き
と
歓
声
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
。

８
月
24
日
、
古
代
蓮
の
里
で
は
、
行
田
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
行
田
さ
く
ら
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
、
行
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
な
ど
が
共
同

で
、
菜
の
花
の
種
を
ま
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
11
月
12
日
に
行
わ
れ
る
忍
城
時
代

ま
つ
り
と
同
日
に
開
催
さ
れ
る
「
古
代
ロ
マ
ン

と
歴
史
絵
巻
ウ
ォ
ー
ク
」
を
主
催
す
る
３
ク
ラ

ブ
が
、
中
継
地
点
に
な
っ
て
い
る
古
代
蓮
の
里

を
菜
の
花
で
い
っ
ぱ
い
に
し
て
、
参
加
者
の
目

を
楽
し
ま
せ
よ
う
と
企
画
し
た
も
の
で
す
。
古

代
蓮
の
里
の
南
側
の
道
路
沿
い
か
ら
行
田
浄
水

場
付
近
ま
で
、
会
員
ら
は
汗
を
流
し
な
が
ら
一

生
懸
命
種
を
ま
い
て
い
ま
し
た
。
こ
の
菜
の
花

は
、
11
月
ご
ろ
か
ら
咲
き
始
め
、
来
年
１
月
ご

ろ
ま
で
楽
し
め
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

古
代
蓮
の
里
を
菜
の
花
で
い
っ
ぱ
い
に

９
月
９
日
、
馬
見
塚
地
区
に
あ
る
神
明
社
の

お
祭
り
で
、さ
さ
ら
獅
子
舞
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

同
地
区
の
獅
子
舞
は
２
５
０
年
以
上
の
歴
史

を
持
つ
と
い
わ
れ
、
現
在
は
「
馬
見
塚
獅
子
舞

保
存
会
」
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
日
は
境
内
で
３
つ
の
演
目
を
奉
納
後
、
五
穀

豊
穣
を
願
う
舞
い
や
鐘
の
中
の
大
蛇
と
獅
子
が

対
決
す
る
演
目
な
ど
を
奉
納
し
な
が
ら
地
区
全

域
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
獅

子
の
動
き
が
特
徴
の
獅
子
舞
を
一
目
見
よ
う

と
、
地
区
住
民
の
ほ
か
市
外
か
ら
も
多
く
の
人

が
訪
れ
、
見
学
者
か
ら
は
盛
ん
に
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

安
心
・
安
全
情
報
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
に

行
田
警
察
署
が
協
力

白
球
に
思
い
を
こ
め
て

獅
子
が
舞
う
姿
に
拍
手
喝
さ
い
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９
月
９
日
、
忍
中
学
校
体
育
館
で
は
第
１
回

行
田
市
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
生
徒
た
ち
に

試
合
の
経
験
を
多
く
さ
せ
て
あ
げ
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
、
行
田
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
と
行

田
市
中
学
校
体
育
連
盟
バ
レ
ー
部
会
が
主
催
。

市
内
７
校
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
出
場
し
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
一
致
団
結
し
た
選
手
た
ち
の
掛

け
声
と
チ
ー
ム
メ
イ
ト
の
力
強
い
声
援
が
響

き
、
勝
利
へ
向
か
っ
て
懸
命
な
プ
レ
ー
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
熱
戦
の
末
、
西
中
学
校
が

記
念
す
べ
き
第
１
回
の
優
勝
チ
ー
ム
に
輝
き
ま

し
た
。

８
月
26
・
27
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ぎ
ょ
う
だ
足

袋
蔵
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
主
催
に
よ
る
足
袋
蔵
昔

体
験
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

足
袋
と
く
ら
し
の
博
物
館
で
は
足
袋
づ
く
り

で
使
用
さ
れ
て
い
る
ミ
シ
ン
な
ど
の
道
具
に
触

れ
、
実
際
に
足
袋
作
り
を
行
う
場
面
も
見
ら
れ

ま
し
た
。
う
ど
ん
打
ち
体
験
や
夜
に
は
花
火
、

ス
イ
カ
割
り
を
楽
し
み
、
忠
次
郎
蔵
で
蚊
帳
を

つ
っ
て
一
夜
を
過
ご
し
ま
し
た
。
翌
朝
は
薪
を

た
い
て
ご
飯
を
炊
い
た
り
、
お
手
玉
な
ど
昔
の

遊
び
を
体
験
。
参
加
し
た
子
供
た
ち
は
昔
へ
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
夏
の
思
い
出
を
つ
く
り
ま

し
た
。

９
月
３
日
、
行
田
水
泳
連
盟
主
催
の
行
田
市

民
水
泳
大
会
が
市
民
プ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
小
学
１
年
生
か
ら
大
人
ま
で
２
８

２
人
の
ス
イ
マ
ー
が
参
加
し
、
日
ご
ろ
の
練
習

の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
個
人
種
目
で
は

そ
れ
ぞ
れ
が
自
己
ベ
ス
ト
タ
イ
ム
や
優
勝
を
目

指
し
、
ま
た
リ
レ
ー
競
技
で
は
チ
ー
ム
ご
と
に

力
が
入
っ
た
声
援
を
送
り
、
選
手
も
チ
ー
ム
の

た
め
に
力
い
っ
ぱ
い
泳
ぎ
ま
し
た
。
大
会
当
日

は
熱
気
と
同
様
に
気
温
も
上
昇
し
、
突
き
抜
け

る
よ
う
な
青
空
に
水
し
ぶ
き
と
歓
声
が
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。

敬
老
月
間
を
迎
え
市
内
で
は
各
地
区
で
敬
老

会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
９
月
17
日
に
は
８

地
区
で
敬
老
会
が
行
わ
れ
、
南
河
原
地
区
で
も

行
田
市
と
な
っ
て
初
め
て
の
敬
老
会
が
南
河
原

小
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
横
田
市
長
か
ら
三
夫
婦
世
帯
３
組

お
よ
び
金
婚
夫
婦
10
組
へ
表
彰
状
が
手
渡
さ

れ
、
そ
の
後
、
大
正
琴
や
武
蔵
あ
ば
れ
太
鼓
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
お
年
寄

り
た
ち
は
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
仲
間
と
笑
顔
で

語
ら
い
、
琴
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
歌
を
歌
う
な

ど
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

勝
利
へ
向
か
っ
て

行
田
の
昔
へ
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

青
空
に
歓
声
上
が
る
水
泳
大
会

笑
顔
で
楽
し
く
過
ご
し
た
敬
老
会
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「
ミ
ニ
テ
ニ
ス
」

と
聞
い
て
、
ピ
ン

と
く
る
方
は
あ
ま

り
多
く
な
い
で
し

ょ
う
。
ミ
ニ
テ
ニ

ス
は
、
子
供
か
ら

大
人
ま
で
楽
し
め

る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

と
し
て
20
年
前
に

考
案
さ
れ
ま
し

た
。
テ
ニ
ス
ラ
ケ

ッ
ト
を
小
さ
く
し

た
も
の
と
大
き
め
の
ビ
ニ
ー
ル
製
の
ボ
ー
ル
を

使
い
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
コ
ー
ト
で
プ
レ
ー
を

し
ま
す
。

こ
の
ミ
ニ
テ
ニ
ス
で
汗
を
流
し
て
い
る
の
が
、

レ
ッ
ド
・
ア
ミ
テ
ィ
で
す
。
平
成
11
年
に
発
足

し
、
毎
週
火
曜
日
午
後
７
時
30
分
か
ら
９
時
30

分
ま
で
行
田
中
学
校
体
育
館
を
会
場
に
12
人
で

楽
し
く
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

年
３
回
、
行
田
市
ミ
ニ
テ
ニ
ス
連
盟
が
主
催

す
る
大
会
に
出
場
し
て
い
る
ほ
か
、
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
で
日
々
の
体
力
維
持
と
親
睦
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
る
同
ク
ラ
ブ

に
は
現
在
コ
ー
チ
は
い
ま
せ
ん
。
大
会
で
は
上

手
な
選
手
の
プ
レ
ー
を
見
て
強
さ
の
秘
訣
を
メ

ン
バ
ー
自
ら
研
究
し
、
互
い
に
教
え
合
っ
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。
練
習
を
積
み
重
ね
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
ボ
ー
ル
に
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
を
つ

け
ら
れ
る
よ
う
に
も
な
る
の
が
ミ
ニ
テ
ニ
ス
の

面
白
さ
。
強
烈
な
ス
ピ
ン
や
バ
ウ
ン
ド
す
る
時

に
方
向
が
変
化
す
る
ボ
ー
ル
な
ど
レ
シ
ー
ブ
す

る
側
を
翻
弄
ほ
ん
ろ
う

す
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
決
ま
っ
た
時

は
特
に
快
感
だ
そ
う
で
す
。

同
ク
ラ
ブ
に
は
テ
ニ
ス
や
他
の
球
技
の
経
験

者
ば
か
り
で
は
な
く
、
球
技
自
体
初
め
て
と
い

う
方
も
い
ま
す
。

「
勝
負
に
あ
ま
り
こ
だ
わ
ら
ず
に
気
持
ち
よ
い

汗
を
か
く
こ
と
で
ス
ト
レ
ス
発
散
に
な
る
」

「
運
動
は
苦
手
だ
が
、
仲
間
と
体
を
動
か
す
こ

と
が
楽
し
い
」
な
ど
、
技
術
の
向
上
だ
け
で
な

く
、
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
も
な
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。「
今
後
も
和
気
あ
い
あ
い
と
長
く

続
け
て
い
き
た
い
」
と
語
る
代
表
の
木
村
さ
ん
。

「
メ
ン
バ
ー
の
家
族
の
理
解
と
協
力
も
あ
る
か

ら
こ
そ
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
感
謝

の
気
持
ち
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

現
在
は
佐
間
地
区
の
方
を
中
心
に
募
集
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
楽
し
い
仲
間
た
ち
と
気
軽
に

ラ
ケ
ッ
ト
を
握
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
問
い
合
わ
せ

木
村
誠
一
�
５
５
６
│
２
９

６
９

私
の
作
品

忍
　
　
　
丸
山
　
連
子

閨ね
や

に
入
る
ピ
ア
ニ
シ
モ
な
る
処
暑

し
ょ
し
ょ

の
風

緑
町
　
　
鈴
木
喜
久
女

道
の
駅
ど
ん
と
置
か
れ
し
大
南
瓜

か
ぼ
ち
ゃ

矢
場
　
　
安
田
　
幸
江

北
側
の
門
扉
に
這
う
や
鴨
足
草

ゆ
き
の
し
た

忍
　
　
　
伊
藤
　
英ふ

さ

子

爆
音
の
今
も
気
に
な
る
終
戦
日

谷
郷
　
　
増
山
　
忠
男

鳴
き
や
み
て
軽
く
な
り
た
る
蝉
の
里

南
河
原
　
今
村
　
文
女

敗
戦
忌
征ゆ

き
て
帰
ら
ぬ
人
悼い

た

む

須
加
　
　
飯
塚
よ
ね
子

買
い
替
え
し
箸
の
馴
染

な

じ

め
る
秋あ

き

茄
子

な
す
び

荒
木
　
　
梁
川

や
な
が
わ

も
と
子

寂
し
さ
の
置
き
ど
こ
ろ
な
き
送
り
盆

荒
木
　
　
高
沢
よ
ね
子

農の
う

一
途

い
ち
ず

な
り
し
半
生
稲
の
花

下
忍
　
　
島
田
　
智
子

髪
洗
ふ
幼
馴
染

な

じ

み
と
逢
ふ
朝

あ
し
た

門
井
町
　
小
暮
　
愛
子

炎
天
下
語
ら
ざ
る
碑
に
語
り
け
り

俳
句

広
場

このコーナーに登場していただけ

る方・団体・作品を募集しています。

行田市本丸２－５・行田市役所広報広

聴課広報広聴担当（内線３１８）まで。

ＲＥＤ　ＡＭＩＴＹ

～これからも和気あいあいと～
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壱
里
山
町

大
竹
　
祐
子

風
の
盆
歴
史
に
人
の
集
い
け
り

谷
郷
　
　
鴇
崎

と
き
ざ
き

信
行

人
去
り
し
湖こ

に
ふ
り
し
き
る
蝉
し
ぐ
れ

（
木
島
　
斗
川
　
監
修
）

８
月
17
日
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
シ
ド
ニ
ー

で
開
催
さ
れ
た
空
手
の
世
界
大
会
（
14
歳
の
部
）

で
見
事
準
優
勝
を
果
た
し
た
の
が
、
長
野
中
学

校
２
年
生
の
西
村
信
八
君
で
す
。

物
心
が
つ
い
た
こ
ろ
に
は
既
に
空
手
の
道
を

歩
み
始
め
て
い
た
と
い
う
西
村
君
。
空
手
の
指

導
者
で
あ
る
父
親
に
教
わ
り
、
兄
や
姉
、
そ
し

て
道
場
の
仲
間
と
一
緒
に
厳
し
い
練
習
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。「
小
学
生
に
な
っ
た
こ
ろ
か
ら
、

試
合
で
勝
つ
喜
び
や
良
い
成
績
が
残
せ
る
よ
う

に
な
り
、
空
手
が
面
白
く
な
り
ま
し
た
」
と
話

す
よ
う
に
、
徐
々
に
実
力
が
付
き
空
手
の
練
習

に
も
一
層
熱
が
入
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
そ
う

で
す
。

何
よ
り
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
で
、
今
は
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
と
空
手
が
一
番
の
楽
し
み
と
語
る

西
村
君
は
、
放
課
後
に
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
の
練

習
に
毎
日
汗
を
流
し
、
週
４
回
の
空
手
の
練
習

も
休
ま
ず
続
け
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

昨
年
７
月
に
行
わ
れ
た
全
国
大
会
で
２
位
の

成
績
を
修
め
た
こ
と
で
初
め
て
世
界
大
会
出
場

へ
の
切
符
を
手
に
し
た
西
村
君
。
父
親
と
一
緒

に
シ
ド
ニ
ー
に
向
か
う
と
き
は
と
て
も
緊
張
し

た
そ
う
で
す
。「
１
回
戦
で

当
た
っ
た
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
選

手
は
と
て
も
体
が
大
き
く
、

対
戦
す
る
の
が
怖
く
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。
で
も
、
毎
日
、

一
緒
に
練
習
し
て
き
た
仲
間

の
応
援
や
励
ま
し
も
あ
っ

て
、
頑
張
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
」
と
日
ご
ろ
の
練
習
と

自
慢
の
ス
ピ
ー
ド
を
生
か
し

世
界
の
舞
台
で
戦
っ
た
時
の

心
境
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

西
村
君
に
は
目
標
と
す
る
人
が
身
近
に
い
ま

す
。「
高
校
生
の
兄
は
国
体
選
手
に
選
ば
れ
る

ほ
ど
の
選
手
で
す
。
い
ず
れ
は
兄
に
勝
て
る
実

力
を
付
け
世
界
一
を
目
指
し
た
い
で
す
。
そ
し

て
、
練
習
で
は
厳
し
い
父
で
す
が
、
将
来
は
父

の
よ
う
な
指
導
者
を
目
指
し
、
空
手
を
続
け
て

い
き
た
い
で
す
」
と
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
次
の
世
界
大
会
で
は
、
ぜ
ひ
優
勝
し
た
い

と
語
る
西
村
君
の
挑
戦
は
続
き
ま
す
。

近
藤
　
翼

つ
ば
さ

ち
ゃ
ん
（
藤
原
町
）

隆
洋
・
ち
か
さ
ん
の
二
男

平
成
17
年
10
月
29
日
生
ま
れ

「
お
兄
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
ね
　
」

佐
々
木
　
琉

り
ゅ
う

ち
ゃ
ん
（
長
野
）

裕
・
留
美
さ
ん
の
二
男
　

平
成
17
年
10
月
１
日
生
ま
れ

「
琉
、
大
好
き
　
」

榊
原
　
颯そ

来ら

ち
ゃ
ん
（
長
野
）

秀
一
・
美
和
さ
ん
の
二
男

平
成
17
年
10
月
17
日
生
ま
れ

「
我
が
家
の
人
気
者
!!
」

鈴
木
　
結ゆ

い

ち
ゃ
ん
（
小
針
）

尚
人
・
由
美
子
さ
ん
の
二
女

平
成
17
年
10
月
３
日
生
ま
れ

「
素
直
で
や
さ
し
い
子
に
」

今月は、平成17年12月生まれの子を募集します。
申し込みは広報広聴課広報広聴担当（内線318）

締め切りは10月31日（火）です。
抽選会は11月1日（水）の午後1時30分市役所203会議室

空
手
で
世
界
の
舞
台
へ

西
村
　
信
八
さ
ん
（
長
野
・
14
歳
）

田
　
伶
宥

り
ょ
う
す
け

ち
ゃ
ん
（
持
田
）

忍
・
和
美
さ
ん
の
長
男

平
成
17
年
10
月
27
日
生
ま
れ

「
み
ん
な
の
ヒ
ー
ロ
ー
☆
」

『ふくろうのランプシェード』（陶芸）
榎本　武弘（藤間）
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▼
展
示
期
間

11
月
１
日
（水）
〜
16
日

（木）

▼
場
所

郷
土
博
物
館
　
▼
展

示
菊
花

厚
物
、
福
助
、
ダ
ル
マ
、

盆
栽
、
懸
崖
な
ど
　
▼
主
催

行
田

市
、
行
田
市
菊
花
連
絡
協
議
会
　
▼

問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課(

内
線

３
８
２)

▼
日
時

11
月
25
日
（土）
午
後
５
時
〜

６
時
10
分
　
▼
場
所

ベ
ル
ヴ
ィ
ア

イ
ト
ピ
ア
（
持
田
２
７
９
２
│
１
）

▼
演
題

「
国
鉄
改
革
と
Ｊ
Ｒ
東
日

本
」
〜
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
変
え
る
、
Ｊ

Ｒ
東
日
本
が
変
わ
る
〜
　
▼
講
師

大
塚
睦
毅
さ
ん
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
会
長
）

▼
定
員

30
人
（
先
着
順
）
▼
参
加

無
料

▼
主
催

熊
谷
高
校
同
窓
会

行
田
支
部
　
▼
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ

同
支
部
田
代
宅
�
５
５
６
│

０
３
７
６
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）

▼
日
時

10
月
29
日
（日）
午
後
１
時
開

場
　
午
後
１
時
30
分
開
演
　
▼
場
所

忍
・
行
田
公
民
館
ホ
ー
ル
　
▼
曲
目

フ
ォ
ス
タ
ー
名
曲
集
、
日
本
の
歌
、

メ
モ
リ
ー
な
ど
　
▼
入
場
無
料

▼

後
援

行
田
市
教
育
委
員
会
、
行
田

市
合
唱
連
盟
　
▼
問
い
合
わ
せ

同

団
代
表
梶
田
宅
�
５
５
４
│
２
４

１
０邦

友
会
は
、
浜
田
邦
夫
さ
ん
指
導

の
合
唱
団
で
、
な
が
の
フ
ラ
ウ
ェ
ン

コ
ー
ル
、
女
声
合
唱
団
き
ら
め
き
、

コ
ー
ロ
・
ピ
ア
チ
ェ
ー
レ
の
３
団
体

が
合
同
で
行
う
初
の
演
奏
会
に
あ
た

り
発
足
し
ま
し
た
。

▼
日
時

11
月
３
日
（金）
午
後
１
時
30

分
開
場
　
▼
場
所

産
業
文
化
会
館

ホ
ー
ル
　
▼
入
場
料

５
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ

な
が
の
フ
ラ
ウ
ェ

ン
コ
ー
ル
横
田
宅
�
５
５
６
│
６
７

１
６

▼
日
時

10
月
22
日
（日）
午
後
１
時
開

演
　
▼
場
所

忍
・
行
田
公
民
館
ホ

ー
ル
　
▼
出
演

市
内
お
よ
び
近
隣

在
住
の
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
　
▼
入

場
無
料
※
自
然
素
材
を
生
か
し
た
お

も
ち
ゃ
を
来
場
者
へ
抽
選
で
プ
レ
ゼ

ン
ト
　
▼
そ
の
他

次
回
以
降
の
出

演
バ
ン
ド
や
ど
ら
猫
ス
タ
ッ
フ
を
募

集
中
で
す
。
音
楽
を
通
じ
て
楽
し
い

時
間
を
一
緒
に
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

今
後
、
Ｇ
Ｓ
バ
ン
ド
大
会
や
フ
ォ
ー

ク
ソ
ン
グ
大
会
も
企
画
し
て
い
ま

す
。
▼
主
催

ア
マ
チ
ュ
ア
音
楽
支

援
団
体
・
ど
ら
猫
　
▼
後
援

行
田

市
教
育
委
員
会
　
▼
問
い
合
わ
せ

ど
ら
猫
（
（有）
ポ
ッ
プ
企
画
内
）
�
５

５
４
│
０
７
８
９

第
32
回

行
田
市
菊
花
展

広告

故
郷
を
語
る
講
演
会

ま
じ
め
な
混
声
合
唱
団

第
５
回
演
奏
会

「
邦
友
会
」

フ
ァ
ー
ス
ト
・
コ
ン
サ
ー
ト

ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
ラ
イ
ヴ

ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
vol.
７

今年は甲斐姫役に女優の高松あいさんを迎え「忍城

水攻め甲斐姫の武勇」と題して、天正１８年の成田軍

対豊臣軍の戦いを再現します。

また、恒例となっている地元企業による即売会「浮

き城のまち・物産大バザール」をはじめ、楽しいイベ

ントが盛りだくさんです。

日時 １１月１２日（日）午前１０時～午後４時

場所 市役所・市民体育館跡地駐車場周辺

問い合わせ 行田商工会議所会員サービス課　樫原

�５５６―４１１１

第２７回行田商工祭・忍城時代まつり

時代祭りにあわせ、古代から現代まで豊かな市内

の歴史遺産を巡りながら、秋のひととき、ウォーキ

ングを楽しみましょう。

日時 １１月１２日（日）午前９時～午後１時（午

前８時３０分受付開始・雨天決行） 場所 市民体

育館跡地駐車場　　コース 【１０kmコース】市民

体育館跡地駐車場―水城公園―さきたま古墳公園―

古代蓮の里―市中心街―忍城址（６kmコース有り）

参加資格 小学生以上の健康な方（小学生は保護

者同伴） 参加費 大人５００円、小・中学生２００

円　　主催 行田ロータリークラブ、行田ライオン

ズクラブ、行田さくらロータリークラブ　　申し込

み・問い合わせ １０月３１日（火）まで（当日受付
有り）に行田ロータリークラブへ�５６４―３００１

古代ロマンと歴史絵巻ウォーク
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▼
日
時

10
月
21
日
（土）
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
　
▼
場
所
　
も
の
つ
く
り

大
学
　
▼
内
容

県
内
の
主
要
よ
さ

こ
い
チ
ー
ム
に
よ
る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
。
北
海
道
・
新
琴
似
天
舞
龍
神

（
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り

３
年
連
続
大
賞
受
賞
）
が
特
別
出
演

し
、
ほ
か
に
三
宮
恵
利
子
さ
ん
（
元

冬
季
五
輪
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
選

手
）
の
講
演
会
や
北
海
道
海
産
物
即

売
会
を
行
い
ま
す
。
▼
入
場
無
料

▼
主
催

毎
日
新
聞
社
　
▼
後
援

行
田
市
、
埼
玉
県
　
▼
問
い
合
わ
せ

毎
日
新
聞
さ
い
た
ま
支
局
�
０
４
８

│
８
２
９
│
２
９
６
１

▼
日
時

11
月
３
日
（金）
・
４
日
（土）
午

前
９
時
30
分
〜
　
▼
場
所

も
の
つ

く
り
大
学
　
▼
対
象

市
内
の
小
学

生
　
▼
費
用
無
料

▼
そ
の
他

工

作
教
室
を
10
月
28
日
（土）
・
29
日
（日）
に

開
催
し
ま
す
。
▼
申
し
込
み

申
込

書
は
、
10
月
上
旬
に
各
小
学
校
を
通

じ
て
配
布
し
ま
す
。
▼
問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課
�
５
５
６
│
８
３
１
６

▼
日
時

10
月
28
日
（土）
午
前
10
時
〜

（
雨
天
決
行
）
▼
場
所

さ
き
た
ま

緑
道
（
No.
43
倭
人
伝
彫
刻
前
）
▼
内

容

①
埴
輪
の
モ
ビ
ー
ル
作
り

【
時
間
】
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

（
午
前
９
時
45
分
集
合
）【
対
象
】
小

学
生
以
上（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

【
参
加
費
】
２
０
０
円
（
材
料
費
・

保
険
料
含
む
）【
定
員
】
20
人
（
先

着
順
）
【
講
師
】
堀
部
宏
二
さ
ん

②
園
芸
市
　
③
園
芸
教
室
「
秋
の
ミ

ニ
ガ
ー
デ
ン
を
作
ろ
う
」【
時
間
】

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分
（
午
後

１
時
15
分
集
合
）【
参
加
費
】
１
千

５
０
０
円（
材
料
費
・
保
険
料
含
む
）

【
定
員
】
20
人
（
先
着
順
）【
講
師
】

宮
田
は
つ
美
さ
ん
　
▼
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ

（株）
光
風
園
�
０
４
８

│
６
４
１
│
０
４
１
６

▼
日
時

10
月
22
日
（日）
午
前
９
時
〜

午
後
３
時
　
▼
内
容

観
光
ス
ポ
ッ

ト
を
車
い
す
の
障
害
者
と
一
緒
に
歩

き
、
普
段
な
か
な
か
気
づ
か
な
い
段

差
や
車
い
す
用
の
ト
イ
レ
な
ど
の
調

査
を
し
ま
す
。
▼
参
加
無
料

▼
持

ち
物

昼
食
と
飲
み
物
　
▼
そ
の
他

活
動
し
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
▼
問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
Ｃ
Ｉ
Ｌ
ひ
こ
う
せ
ん
�
５
５
５
│

１
１
０
０

▼
日
時

11
月
３
日
（金）
・
４
日
（土）
午

前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分
　
▼
場
所

も
の
つ
く
り
大
学
　
▼
内
容

実

演
・
展
示
・
販
売
・
相
談
コ
ー
ナ
ー
、

体
験
コ
ー
ナ
ー
（
一
部
有
料
）、
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
　
▼
問
い
合
わ
せ

（社）
埼
玉
県
技
能
士
会
連
合
会
事
務
局

�
０
４
８
―
８
３
３
―
５
９
２
３

▼
日
時

10
月
29
日
（日）
午
前
９
時
〜

午
後
３
時
（
雨
天
決
行
）
▼
場
所

（株）
東
京
木
材
相
互
市
場
（
鴻
巣
市
袋

１
番
地
）
▼
内
容

木
に
触
れ
て
感

じ
る
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
住
宅
相
談
、

パ
ネ
ル
展
示
、
木
工
品
販
売
、
チ
ェ

ー
ン
ソ
ー
丸
太
切
り
実
演
ほ
か
　
▼

主
催

（社）
埼
玉
県
木
材
協
会
　
▼
後

援

行
田
市
、
埼
玉
県
ほ
か
　
▼
問

い
合
わ
せ

（株）
東
京
木
材
相
互
市
場

�
５
４
８
―
６
１
１
１

▼
日
時

11
月
１
日
（水）
午
前
９
時
〜

午
後
３
時
　
▼
場
所

市
役
所
１
０

１
会
議
室
（
１
階
）
▼
相
談
内
容

不
動
産
に
関
し
て
わ
か
ら
な
い
こ
と

や
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
　
▼
問
い
合
わ
せ

（社）
埼
玉
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
北

埼
支
部
�
５
６
２
―
５
９
０
０

▼
日
時

12
月
７
日
（木）
午
後
１
時
〜

４
時
30
分
　
▼
場
所

大
宮
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
４
階
市
民
ホ
ー
ル

▼
対
象

平
成
19
年
３
月
大
学
・
短

大
・
専
門
学
校
を
卒
業
見
込
み
の
方

※
１
〜
２
年
以
内
の
既
卒
者
も
参
加

可
　
▼
参
加
企
業

90
社
予
定
　
▼

そ
の
他

履
歴
書
持
参
・
予
約
不

要
・
入
退
場
自
由
　
▼
問
い
合
わ
せ

埼
玉
県
雇
用
対
策
協
議
会
�
０
４
８

―
６
４
７
―
４
１
８
５

マ
ン
ガ
ン
カ
ー
レ
ー
ス

体
験
教
室

さ
き
た
ま
緑
道
イ
ベ
ン
ト

バ
リ
ア
フ
リ
ー

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

彩
の
国
第
14
回

技
能
ま
つ
り

第
７
回
彩
の
国

木
と
の
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

不
動
産
無
料
相
談

浄化槽の廃止などの排水設備工事をする方は、一定の条件を満たしていれば、
無利子で貸付制度を利用できます。

下水道一口メモ
工事

求
人
企
業
合
同
面
接
会

広告

２
０
０
６

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
埼
玉
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行田市の人口と世帯　　　　人口８８,４６９人　男４４,０３７人　女４４,４３２人　世帯数３１,８０１世帯
（平成１８年９月１日現在） ８月中の異動　出生６３人　転入等１９７人　死亡６５人　転出等２１２人

▼
日
時

11
月
26
日
（日）
午
前
８
時
45

分
受
付
　
午
前
９
時
開
会
　
▼
場
所

行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
　
▼
種
目

ダ
ブ
ル
ス
４
部
門
　【
小
学
生
の
部
】

１
部
（
上
級
）、
２
部
　
【
中
学
生

の
部
】
学
年
別
　
【
一
般
男
子
】
１

部
（
上
級
）、
２
部
（
中
級
）、
３
部

（
初
級
）
【
一
般
女
子
】
１
部
（
上

級
）、
２
部
（
中
級
）、
３
部
（
初
級
）

▼
競
技
方
法

リ
ー
グ
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
方
式
（
参
加
数
に
よ
り
変
更
す
る

場
合
あ
り
）
▼
参
加
資
格

市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
連
盟
登
録
者
　
▼
参
加
費

小
・
中
学
生
１
組
５
０
０
円
、
一
般

１
千
５
０
０
円
　
※
当
日
不
参
加
の

場
合
、
参
加
費
の
返
金
不
可
　
▼
そ

の
他

シ
ャ
ト
ル
（
第
２
種
検
定
以

上
の
合
格
球
）
は
各
自
持
ち
寄
り

▼
主
催

行
田
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連

盟
　
▼
後
援

行
田
市
教
育
委
員

会
、
行
田
市
体
育
協
会
　 

▼
申
し

込
み

11
月
12
日
（日）
ま
で
に
参
加
費

を
添
え
て
、
〒
３
６
１
│
０
０
５
４

行
田
市
城
南
３
│
24

笠
原
享
子

�
５
５
６
│
０
４
６
３
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼

用
）
ま
で
　
▼
問
い
合
わ
せ

時
田

宅
�
５
５
６
│
４
３
５
５

▼
日
時

11
月
18
日
（土）
午
後
２
時
〜

４
時
　
▼
場
所

忠
次
郎
蔵
（
忍
１

│
４
│
６
）
▼
定
員

18
人
　
▼
参

加
費

１
千
円
　
▼
指
導
者

藤
間

良
夫
さ
ん
　
▼
主
催

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ぎ
ょ
う
だ
足
袋
蔵
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

忠
次

郎
蔵
�
５
５
２
│
１
０
１
０
（
受
付

時
間
は
火
〜
土
曜
日
の
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分
）

▼
日
時

10
月
15
日
（日）
午
後
３
時
〜

５
時
　
▼
場
所

行
田
平
安
閣
　
▼

内
容

①
講
演
会
「
世
界
遺
産
は
行

田
を
変
え
る
！
」
②
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
「
世
界
遺
産
と
ま
ち
づ

く
り
」
▼
定
員

１
０
０
人
（
先
着

順
）
▼
参
加
無
料

▼
主
催

行
田

商
工
会
議
所
青
年
部
　
▼
申
し
込

み
・
問
い
合
わ
せ

同
会
議
所
青
年

部
事
務
局
�
５
５
６
│
４
１
１
１

▼
日
時

10
月
21
日
（土）
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
（
雨
天
の
場
合
は
10
月
22

日
（日）
）
▼
場
所

水
城
公
園
市
民
広

場
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず

し
ろ
　
▼
内
容

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
身
体
測
定
、

ペ
ッ
ト
相
談
、
針
き
ゅ
う
の
体
験
な

ど
　
▼
主
催
　
行
田
市
ふ
れ
あ
い
福

祉
健
康
ま
つ
り
実
行
委
員
会
　
▼
共

催

行
田
市
、
行
田
市
社
会
福
祉
協

議
会
　
▼
問
い
合
わ
せ

行
田
市
社

会
福
祉
協
議
会
�
５
５
７
│
５
４

０
０

▼
日
時

10
月
17
日
（火）
・
24
日
（火）
・

31
日
（火）
、
11
月
21
日
（火）
・
27
日
（月）
、

12
月
１
日
（金）
（
全
６
回
）
午
後
１
時

〜
３
時
　
▼
場
所

総
合
福
祉
会
館

や
す
ら
ぎ
の
里
２
階
・
交
流
創
作
室

▼
対
象

市
内
在
住
で
60
歳
以
上
の

方
　
▼
定
員

12
人
（
先
着
順
）
▼

参
加
費

８
０
０
円
　
▼
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
使
い
古
し
た
歯
ブ
ラ

シ
・
タ
オ
ル
　
▼
そ
の
他

汚
れ
て

も
よ
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

10
月

２
日
（月）
午
前
９
時
か
ら
電
話
で
行
田

市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
�
５
５
７
―

５
４
０
０

▼
日
時

10
月
21
日
（土）
【
１
回
目
】

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時
20
分

【
２
回
目
】
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

20
分
　
▼
場
所

教
育
文
化
セ
ン
タ

ー
「
み
ら
い
」
文
化
ホ
ー
ル
　
▼
内

容

「
ガ
ラ
ス
の
う
さ
ぎ
」
※
「
馬

頭
琴
ス
ー
ホ
ー
の
白
い
馬
」
を
同
時

上
映
し
ま
す
。
▼
入
場
料

４
歳
以

上
前
売
り
８
０
０
円
（
当
日
９
０
０

円
）
▼
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い

宮
脇

書
店
行
田
店
�
５
５
４
―
６
３
０

０
、
川
島
書
店
�
５
５
４
―
７
２
４

１
　
▼
主
催

行
田
親
と
子
の
よ
い

映
画
を
み
る
会
ほ
か
　
▼
後
援

行

田
市
教
育
委
員
会
ほ
か
　
▼
問
い
合

わ
せ

北
埼
教
育
会
館
�
５
５
３
―

０
７
４
４

▼
日
時

10
月
７
日
（土）
午
後
１
時
30

分
開
場
　
午
後
２
時
開
演
　
▼
場
所

教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
」

▼
演
題

「
い
ま
、
教
育
は
―
い
の

ち
の
き
ず
な
を
―
」
▼
講
師

大
田

堯
さ
ん
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

▼
問
い
合
わ
せ

北
埼
教
育
会
館
�

５
５
３
―
０
７
４
４

広告

第
34
回

市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

手
打
ち
そ
ば
教
室

（
初
級
コ
ー
ス
）

行
田
商
工
会
議
所
青
年
部

15
周
年
記
念
講
演
会

ふ
れ
あ
い
福
祉
健
康
ま
つ
り

高
齢
者
陶
芸
教
室

第
60
回
行
田
親
と
子
の

よ
い
映
画
を
み
る
会
上
映
会

教
育
講
演
会



▼
日
時

11
月
４
日
（土）
午
後
１
時
〜

４
時
　
▼
場
所

古
代
蓮
会
館
研
修

工
作
室
　
▼
内
容

観
葉
植
物
が
ど

の
よ
う
に
人
間
の
体
に
作
用
す
る
の

か
を
学
び
な
が
ら
、
葉
の
寄
せ
植
え

を
つ
く
る
。
※
若
干
の
変
更
の
場
合

あ
り
　
▼
講
師

テ
ク
ノ
・
ホ
ル
テ

ィ
園
芸
専
門
学
校
教
員
　
▼
対
象

成
人
　
▼
定
員

30
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費

３
千
円
（
保
険
料
・
材

料
代
）
▼
申
し
込
み

10
月
21
日
（土）

午
前
９
時
か
ら
参
加
費
を
添
え
て
同

館
ま
で
。
※
原
則
と
し
て
、
一
人
に
つ
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市県民税・・・・・・・・・３期　　介護保険料・・・・・・・・４期
国民健康保険税・・・・・・４期　　納期限・・・・１０月３１日（火）

今月の納税

き
一
人
分
の
申
し
込
み
と
な
り
ま
す
。

▼
無
料
開
放
日

11
月
14
日
（火）

▼

開
館
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

30
分
（
受
付
は
午
後
４
時
ま
で
）

▼
そ
の
他

ア
ニ
メ
『
シ
ー
ト
ン
動

物
記
〜
森
を
守
る
小
さ
な
赤
い
リ

ス
、
タ
ラ
ク
山
の
熊
王
〜
』
を
上
映

し
ま
す
。

▼
日
時

11
月
11
日
（土）
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
２
時
30
分
　
▼
場
所

総

合
公
園
自
由
広
場
　
▼
内
容
　
各
学

年
に
よ
る
ブ
ロ
ッ
ク
別
（
３
〜
４
チ

ー
ム
）
の
リ
ー
グ
戦
と
し
、
各
チ
ー

ム
２
試
合
の
親
善
試
合
を
行
う
。

▼
対
象

市
内
の
小
学
３
年
生
〜
６

年
生
　
▼
申
し
込
み

申
込
書
は
、

各
小
学
校
お
よ
び
行
田
グ
リ
ー
ン
ア

リ
ー
ナ
で
配
布
し
ま
す
。

▼
日
時

10
月
26
日
（木）
〜
29
日
（日）
午

前
９
時
〜
午
後
７
時
（
最
終
日
は
午

後
５
時
ま
で
）
▼
場
所

行
田
グ
リ

ー
ン
ア
リ
ー
ナ
（
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
）

▼
内
容

市
内
の
児
童
の
作
品
（
絵

画
・
書
）
を
展
示
し
ま
す
。

今
年
は
大
喜
利
『
謎
か
け
洒
落
問

答
』
で
す
。

▼
日
時

平
成
19
年
１
月
20
日
（土）

【
味
の
名
店
街
】
午
前
11
時
開
店

【
新
春
寄
席
】
午
後
１
時
30
分
開
場

午
後
２
時
開
演
　
▼
場
所

商
工
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ル

▼
出
演

三
笑
亭
笑

三
さ
ん
ほ
か
　
▼
入
場
料

１
千
円

（
全
席
自
由
・
お
土
産
付
）
▼
定
員

４
０
０
人
　
▼
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い

10
月
22
日
（日）
午
前
９
時
か
ら
商
工
セ

ン
タ
ー
２
階
窓
口
に
て
発
売
　
▼
そ

の
他

味
の
名
店
街
で
は
軽
食
を
販

売
し
ま
す
。
ぜ
ひ
昼
食
に
ど
う
ぞ
。

行田市産業・文化・ 
スポーツいきいき財団 

（財） 

産業文化会館 商工センター 古代蓮会館  グリーンアリーナ 

申し込み・問い合わせ 

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

子
ど
も
文
化
祭

観
葉
植
物
の
寄
せ
植
え

行
田
市

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

広告

県
民
の
日

古
代
蓮
会
館
無
料
開
放

新
春
行
田
寄
席

味
の
名
店
街
　

三笑亭笑三さん



■市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
問い合わせは、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。
■市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。

■市報をカセットテープに録音したものを希望者宅に届けています。
ご希望の方は、広報広聴課広報
広聴担当（内線318）までご連絡
ください。

環境にやさしい大豆油インキ
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ブロッコリーのココット

栄養成分（1人分）
エネルギー187kcal たんぱく質14.1g 脂質13.3g
炭水化物2.3g 塩分1.2g

加須保健所管内行田分室地域活動栄養士会

…電子レンジで簡単朝食…

ぎょうだ 

忍
藩
主
阿
部
家
百
周
年
の
祝
宴

151

作り方
①ブロッコリーは小房に分けて、かためにゆでておきます。ロースハム
は千切りにします。
②耐熱皿にブロッコリーを入れ、中央をくぼませます。真ん中のくぼみ
に卵を壊さないように割り入れ、黄身を竹串でつっついておきます。
③②の上に千切りしたロースハムとピザ用チーズを散らします。電子レ
ンジで3分加熱して出来上がり。

材料（2人分）
ブロッコリー…小1株　ロースハム…2枚　卵…2個　ピザ用チーズ…40g

企
業
や
自
治
体
、
学
校
な
ど
に
と
っ
て
創
立
10

周
年
、
50
周
年
な
ど
の
周
年
事
業
は
特
別
な
意
味

を
持
っ
て
お
り
、
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
た
り
祝
賀

会
を
開
い
た
り
し
て
盛
大
に
祝
い
ま
す
。
忍
藩
主

阿
部
家
で
も
似
た
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
元
文
３
年
（
１
７
３
８
）
11
月
１
日
、
参

勤
交
代
で
忍
に
戻
っ
て
い
た
藩
主
阿
部
正
喬
は
、

家
老
た
ち
か
ら
月
始
め
の
恒
例
の
あ
い
さ
つ
を
受

け
た
後
、
今
年
が
忍
入
封
１
０
０
年
目
に
あ
た
る

こ
と
か
ら
祝
い
の
う
た
げ
を
開
く
こ
と
を
告
げ
ま

し
た
。
そ
の
主
旨
は
「
忠
秋
様
が
壬
生
よ
り
お
越

し
に
な
り
当
城
を
拝
領
し
て
か
ら
代
を
重
ね
、
現

在
も
変
わ
ら
な
い
で
い
る
の
は
大

変
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
。
今
年
で

１
０
０
年
目
と
な
っ
た
。
こ
れ
も

忠
秋
様
の
御
陰
徳
で
あ
り
、
ご
先

祖
の
お
祝
い
と
子
孫
繁
栄
の
た
め

来
る
11
日
に
お
祝
い
を
す
る
こ
と

に
し
た
。
皆
も
出
席
し
て
祝
う
よ

う
に
」
と
い
う
も
の
で
す
。

藩
主
か
ら
の
突
然
の
申
し
渡
し

に
家
臣
た
ち
は
準
備
で
大
忙
し
と

な
り
ま
し
た
。
祝
宴
の
会
場
は
二

の
丸
御
殿
が
使
用
さ
れ
、
登
城
し

た
家
臣
た
ち
に
料
理
や
酒
が
振
る

舞
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す

が
、
一
日
だ
け
で
は
す
べ
て
の
家

臣
に
対
応
で
き
な
い
た
め
、
翌
12
日
も
祝
宴
が
続

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
使
用
す
る
部
屋
も
大
寄

合
・
御
番
頭
・
御
旗
奉
行
な
ど
は
御
書
院
上
之
間
、

御
鑓

お
や
り

奉
行
・
町
奉
行
な
ど
は
中
之
間
な
ど
と
役
職

に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
ま
し
た
。
家
臣
が
総
登
城
と

な
り
各
家
が
留
守
に
な
る
の
で
、
火
消
番
は
特
に

見
廻
り
を
強
化
す
る
よ
う
に
と
の
通
達
ま
で
出
さ

れ
ま
し
た
。

祝
宴
当
日
は
天
気
も
よ
く
、
忍
入
封
１
０
０
年

を
祝
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
藩
主
正
喬
も
大
変

満
足
し
て
い
る
旨
が
家
臣
に
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

正
喬
は
15
日
に
家
老
加
藤
三
右
衛
門
宅
を
訪
れ
、

数
日
か
け
て
家
老
宅
を
廻
っ
た

後
、
26
日
江
戸
へ
と
向
か
い
ま

し
た
。

当
時
忍
藩
は
財
政
難
に
苦
し

ん
で
い
た
の
で
す
が
、
既
に
66

歳
と
な
り
、
高
齢
な
藩
主
で
あ

る
正
喬
に
と
っ
て
家
と
藩
の
安

泰
は
何
よ
り
願
う
も
の
で
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
そ
の
願
い
に
反
す
る
よ
う
に

４
年
後
の
寛
保
２
年
（
１
７
４

２
）、
未
曽
有
の
大
洪
水
が
領
内

を
襲
い
、
藩
は
大
き
な
痛
手
を

負
う
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。

（
郷
土
博
物
館
　
鈴
木
紀
三
雄
）

忍城二の丸御殿絵図面（岡山大学附属図書館所蔵）

ブロッコリーはキャベツの仲間です。茎が太く全体がドーム型で、固く引き締ま
った重みのあるものを選びましょう。また、切り口がみずみずしく花

か

蕾
らい

に張りのあ
るものが新鮮なものです。
栄養面では、ビタミン、ミネラル、食物繊維が多く含まれており、100ｇあたり
のビタミンＣはレモンより多く、緑黄色野菜の中でもトップクラスです。味や香り
に癖がないので、いろいろな料理に使えます。茎もゆでると甘みが出て、おいしく
食べられます。捨てずに利用しましょう。
このココットは手軽にできるので、朝食にぴったり。前日にブロッコリーはゆで
ておきましょう。


